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　山梨県人会連合会の皆様、並びに山梨県関係者の皆様、明けましておめ
でとうございます。平素から当会の活動に対し、格別のご高配を賜り心より厚
く御礼申し上げます。
　令和7年は皆様いかが過ごされたでしょうか。近年の3～4年は「不安定、不確実、不透明な一年で
した」と毎年書かせていただきました。本当に残念な状況が続いて参りましたが、昨年も同様に、日本
各地での熊の出没、世界各地での異常気象等、想定し得ない事象が頻発いたしました。いつになった
ら安定し安心できる時代になるのか、私たちの孫子の時代は大丈夫なのだろうか、と不安になるのは
私だけではないと思います。世界の政治状況を見ましても、一層のポピュリズムに走り始めており、各
国リーダーの政治手腕が不安視されているように感じられます。一方、日本においては、初の女性内
閣総理大臣が誕生し、内閣支持率が高い状態です。是非しっかりとした国政運営を期待したいもので
す。
　経済は、一方的な円安、株高が続いており、金利も上昇傾向です。物価の高騰に見合う賃金の上昇
ができれば良いのにと期待するばかりです。
　暗い話ばかりでは元気が出ませんね。先日九州に向かう機内から富士山を見ることができました。
この日のフライトはいつもより少し北側を飛んでおり、空には雲もなく、眼下に雪をかぶった富士山と
河口湖、そして河口湖大橋までもがくっきりと見えました。思わず見とれ、慌ててカメラのシャッターを切
りました。心が洗われ、「さぁやるぞ、もう少し頑張るぞ」と元気が出てくる光景でした。山梨出身の我々
は、美しい富士を見ると自然と元気が出るのだなと実感いたしました。美しい富士に恥じないよう、日
本を、故郷山梨を発展させなければと改めて心に誓った次第です。
　故郷山梨では、リニアモーターカーの開通を目指し、リニア山梨県駅の開発整備計画がスタートし
ます。どのような駅前開発計画になるのか興味深いところですが、リニアが開通したからといって自然
に山梨が発展するわけではないと思います。ただ通過される駅になっては何の意味もありません。リニ
ア山梨県駅により多く停車してもらうためには、「他の駅より多くの乗降客数が見込まれるので山梨県
駅には停車せざるを得ない」と言う状況を作り出す必要があります。一時間に一本停車するかどうか
では、山梨の発展にはつながりません。ではどうやって乗降客の多い駅にしていくのか？まさに地元の
皆様、地元の企業、自治体そして我々故郷を愛する皆で考えていかざるを得ません。リニア駅を山梨
全域、場合によっては長野·静岡までも含めた「ハブ駅」にしていくことも必要かもしれません。山梨が
多く持つ観光名所も含め、文化やアート、研究の場、二拠点生活の場、あらゆるケースを巻き込んだア
イデアと、それを実現し得るインフラが必要になります。エリアを周回できる交通インフラ、DXのための
インフラ、教育環境、すべてにおいて計画的に整備していく必要があります。山梨は発展するための素
晴らしいコンテンツを数多く持っています。それらを有機的に結合させて、発展へ導くチャンスと捉えて
いくべきタイミングです。頑張って参りましょう。
　最後に故郷山梨の益々の発展と皆様のご健康、ご多幸を祈念させて頂きます。

山梨県人会連合会　会長　清水 喜彦

　新年明けましておめでとうございます。山梨県人会連合会の皆様におか
れましては、輝かしい令和８年の新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上
げます。日頃から清水会長をはじめ、会員の皆様がふるさと山梨の発展に
大きく寄与しておりますことに、深甚なる敬意と、感謝の意を表します。
　日本は今、人口減少や物価高騰など、社会構造の大きな変化に直面しています。こうした中で、本
県は「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」の実現を目指し、「ふるさと強靭化」と「開の国づ
くり」の二本柱の下、誰もが安心して暮らし、自由に選択し挑戦できる環境の構築に向け、果敢に施策
を展開しております。
　特に、県民所得の着実な向上は最重要課題です。最低賃金の持続的な引き上げに全力を尽くす
とともに、企業の生産性向上を支援し、その成果が働く人々に確実に還元される社会を築きます。さら
に、介護離職防止や障害者・困難な状況にある方の就労支援など、労働参加率を高める取り組みにも
注力しております。こうした施策を通じて、「頑張れば報われる」つまり「努力が正しく評価され、成果が
確実に生活に返ってくる」という基本的約束が守られる社会を目指してまいります。
　中長期的には、教育への投資と産業基盤の強化が不可欠です。少人数学級の推進やグローバル
人材育成を進めるとともに、水素関連産業を核とした新たな成長戦略を加速します。本年４月、水素の
利活用や社会実装に向けた国際的なルールメイキングを議論する、国際水素サミット「富士ハイドロ
ジェン・サミット」を本県で開催し、世界の水素市場をリードするとともに地域経済の活性化を図ります。
これにより、安定した成長力を備えた産業基盤の確立に取り組みます。
　また、リニア中央新幹線の開業を見据え、県内の二次交通を抜本的に強化するため、富士山とリニ
ア新駅を結ぶ「富士トラム」構想を進めています。この新しい交通システムを、観光だけでなく、県内各
地域を結ぶ骨格的なネットワークとして位置づけ、地域間の移動の利便性を高め、産業や生活の活力
を引き出します。山梨の地理的優位性を最大限に活かし、持続可能な交通体系を構築することで、県
全体の競争力を引き出してまいります。
　こうした挑戦を成功させるためには、県民の皆様はもとより、首都圏にお住まいの本県ゆかりの皆
様のお知恵とお力が必要不可欠であります。ふるさと山梨のさらなる飛躍に向けて、引き続きご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、山梨県人会連合会の益々のご発展と、会員の皆様のこの１年のご多幸を心から祈念申し
上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

山梨県知事　長崎幸太郎

新春のごあいさつ 新春を迎えて
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みのぶ ゆばの里

を
抜
け
て
門
前
町
を
通
り
過
ぎ
、三
門
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
上
が
る
高
低
差

1
0
4
m
、2
8
7
段
の「
菩
提
悌
」と
言
わ
れ
る
石
段
を
大
き
く
迂
回

し
て
せ
い
し
ん
駐
車
場
に
駐
車
し
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

で
整
備
さ
れ
た
斜
行
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
2
班
に
分
か
れ
て
乗
り
込
み
、本

堂
の
あ
る
境
内
ま
で
難
な
く
到
着
で
す
。五
重
塔
を
正
面
に
し
て
本
堂
前

の
石
段
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
、祖
師
堂
の
脇
に
あ
る
報
恩
閣
へ
。こ
こ

が
身
延
山
久
遠
寺
の
総
受
付
で
す
。本
部
庶
務
部
長
の
池
上
要
靖
様
か

ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
32
の
宿
坊
を
擁
す
る
高
野
山
に
次
ぐ
規
模
の
日
蓮

宗
の
総
本
山
で
あ
る
こ
と
。日
蓮
宗
の
門
徒
は
3
2
0
万
人
、派
生
し
た

諸
宗
諸
派
を
合
わ
せ
る
と
2
千
万
人
に
及
び
、年
間
参
拝
者
は
コ
ロ
ナ
前

は
1
0
0
万
人
、現
在
は
70
万
人
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
2
班
に

分
か
れ
て
堂
内
の
見
学
に
出
発
し
ま
し
た
。ご
案
内
は
布
教
部
に
所
属
し

て
修
行
し
な
が
ら
身
延
山
大
学
に
通
う
学
僧
の
方
2
名
で
す
。明
治
8

年
の
大
火
で
全
山
焼
失
し
た
た
め
、明
治
14
年
に
最
初
に
再
建
さ
れ
た

祖
師
堂
、次
い
で
昭
和
6
年
に
建
立
さ
れ
た
仏
殿
、昭
和
60
年
再
建
の
本

堂
、平
成
20
年
再
建
の
五
重
塔
と
案
内
し
て
頂
き
、通
常
は
そ
こ
か
ら
先

は
入
れ
な
い
旧
書
院
、更
に
そ
の
先
の
大
奥
水
鳴
楼
の
客
間
の
達
磨
図
ま

で
じ
っ
く
り
と
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ま
た
前
回
実
施
の「
ク
ー
ル

Ⓣ
や
ま
な
し
」で
研
修
し
た
石
橋
湛
山
氏
の
実
父
は
久
遠
寺
の
第
81
世

法
主
で
あ
り
、自
身
も
日
蓮
宗
の
大
学「
立
正
大
学
」学
長
を
務
め
た
こ

と
か
ら
書
院
に
は
石
橋
湛
山
の
書
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。6
月
に
訪
問

し
た
立
正
大
学
文
書
館
で
の
研
修
が
早
速
役
に
立
ち
ま
し
た
。

身
延
山
山
頂 

奥
之
院「
思
親
閣
」

　

次
い
で
、今
回
の
も
う
一
つ
の
目
的
地
、山
梨
百
名
山
の
一
つ
で
標
高

1
1
5
3
m
の
身
延
山
山
頂
に
あ
る
奥
の
院「
思
親
閣
」へ
向
か
い
ま
す
。

そ
の
昔
、日
蓮
上
人
が
房
州
小
湊
の
ご
両
親
を
追
慕
さ
れ
て
、麓
の
草
庵

よ
り
50
丁（
約
5
・
5
km
）の
道
な
き
道
を
登
ら
れ
た
と
い
う
思
親
閣
へ
の

道
の
り
を
、現
代
の
私
達
は
富
士
急
行（
株
）が
運
行
す
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
本
堂
裏
手
の
久
遠
寺
駅
か
ら
山
頂
の
奥
之
院
駅
ま
で
7
分
間
で
到
着

し
ま
し
た
。富
士
急
行
様
の
計
ら
い
で
臨
時
便
を
運
行
し
て
頂
き
ま
し

た
。快
晴
の
山
頂
で
は
思
親
閣
を
お
参
り
し
た
後
、三
つ
の
展
望
台
か
ら
、

東
に
富
士
山
、南
に
駿
河
湾
・
伊
豆
半
島
、西
に
七
面
山
、北
に
早
川
渓

「
ク
ー
ル
Ⓨ
や
ま
な
し
」第
4
弾

　

2
0
2
2
年
度
に
旧「
や
ま
な
し
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た「
ク
ー
ル
Ⓨ
や
ま
な
し
」は
、第
1
弾「
米
倉
山
グ

リ
ー
ン
水
素
見
学
ツ
ア
ー
」、第
2
弾「
大
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
女
性
画
家
の

世
界
と
森
の
蒸
溜
所 

韮
崎
・
白
州
を
訪
ね
て
」、第
3
弾「
多
摩
源
流
を

訪
ね
て
〜
小
菅
村
・
丹
波
山
村
〜
小
さ
な
村
の
ま
ち
お
こ
し
」と
開
催
さ

れ
、い
よ
い
よ
今
回
は
第
4
弾「
身
延
町 

身
延
山
久
遠
寺
を
訪
ね
て
」で

初
秋
の
峡
南
地
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
新
宿
駅
西
口
に
集
合
し
た
清
水
会
長
以
下
37
名
は
富
士
急

行
バ
ス
に
乗
車
し
て
定
刻
の
午
前
8
時
に
出
発
。中
央
道
、中
部
横
断
道

を
経
て
身
延
町
に
入
る
と
、最
初
の
訪
問
地「
み
の
ぶ 

ゆ
ば
の
里
」に
ほ

ぼ
予
定
通
り
の
午
前
11
時
に
到
着
し
ま
し
た
。

「
み
の
ぶ 

ゆ
ば
の
里
」見
学
と
昼
食

　

身
延
町
役
場
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
て
最
初
の
訪
問
地「
み
の
ぶ 

ゆ

ば
の
里
」（
運
営「
起
業
組
合 

み
の
ぶ 

ゆ
ば
の
里 

と
よ
お
か
」）に
到
着
。

正
面
玄
関
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
た
後
、早
速
、併
設
さ
れ
た
工
場
を
見

学
。ガ
ラ
ス
越
し
で
は
あ
り
ま
し
た
が
湯
葉
を
引
き
上
げ
る
工
程
を
見
学

し
た
後
、少
し
早
め
の
昼
食
へ
。施
設
内
の
食
堂『
清
流
』の
湯
葉
料
理
尽

く
し
の
特
製「
松
花
堂
御
膳
」に
身
延
町
か
ら
提
供
の
特
産「
あ
け
ぼ
の

大
豆
」と
銘
菓「
み
の
ぶ
饅
頭
」付
き
の
豪
華
昼
食
で
す
。頂
き
な
が
ら
身

延
町
役
場
の
高
野
修
企
画
政
策
課
長
か
ら「
特
産
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
最

盛
期
に
お
迎
え
で
き
て
嬉
し
い
。今
日
は
全
行
程
に
同
行
し
、案
内
さ
せ

て
頂
く
が
身
延
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ご
協
力
を
」と
の
あ
い
さ
つ
と

説
明
を
受
け
、続
い
て
県
庁
か
ら
駆
け
付
け
た
前
東
京
事
務
所
長
の
小

泉
嘉
透
観
光
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
部
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

た
。こ
こ
で
、希
望
者
は
あ
け
ぼ
の
大
豆
と
み
の
ぶ
饅
頭
を
予
約
し
、帰
り

の
紙
す
き
パ
ー
ク
で
受
け
取
れ
る
と
い
う
特
別
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、多
数

の
方
が
予
約
し
ま
し
た
。

日
蓮
宗
総
本
山「
身
延
山 

久
遠
寺
」

　

湯
葉
尽
く
し
と
あ
け
ぼ
の
大
豆
付
き
の
昼
食
を
堪
能
し
た
後
は
、本
日

の
主
た
る
訪
問
先
、日
蓮
宗
総
本
山「
身
延
山 

久
遠
寺
」へ
。バ
ス
は
総
門

Y 事業委員会2025年度企画　CoolⓎYamanashi事業第4弾

「身延町 身延山久遠寺を訪ねて」
を開催

身延山 久遠寺

事業委員会「クールやまなし」事業の山梨版企画第４弾は紅葉が始まったばかりの峡南地
方の身延町と身延山久遠寺を訪ねる旅。過疎化に苦しみながらも奮闘する身延町と750
年の歴史を紡ぐ日蓮宗総本山久遠寺の歴史を体感しようと37名で訪ねました。
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谷
・
南
ア
ル
プ
ス・
八
ヶ
岳
連
峰
・
甲
府
盆
地
と
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

道
の
駅「
に
し
じ
ま
和
紙
の
里 

か
み
す
き
パ
ー
ク
」

　

上
り
と
同
様
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
斜
行
エ
レ
ベ
ー
タ
を
使
っ
て
下
山
し
、

バ
ス
に
乗
り
込
む
と
最
終
の
目
的
地「
道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里 

か
み

す
き
パ
ー
ク
」に
向
か
い
ま
す
。身
延
町
は
日
本
三
大
急
流
富
士
川
を
真

ん
中
に
日
蓮
宗
総
本
山
の
身
延
山
、武
田
信
玄
の
隠
し
湯
下
部
温
泉
、逆

さ
富
士
が
美
し
い
本
栖
湖
な
ど
を
要
す
る
魅
力
あ
る
町
で
す
が
、西
嶋

地
区
は
4
5
0
年
を
超
え
る
伝
統
を
持
つ
書
道
用
紙
と
し
て
名
高
い「
西

嶋
和
紙
」の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。正
面
駐
車
場
で
は
望
月
幹
也
町
長
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。早
速
中
央
の「
み
ん
な
の
広
場
」で
望
月
町
長
か

ら「
よ
う
こ
そ
身
延
町
へ
、こ
こ
に
あ
っ
た
和
紙
を
テ
ー
マ
に
し
た
美
術
館

を
令
和
7
年
5
月
に
道
の
駅
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

こ
の『
道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里 

か
み
す
き
パ
ー
ク
』で
す
。こ
れ
か
ら

さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
物
販
施
設
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
の
で
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」と
の
挨
拶
を
受
け
て
、か
み
す
き
館
、

ふ
れ
あ
い
館
、た
べ
物
館
を
大
急
ぎ
で
見
学
し
、午
前
中
に「
ゆ
ば
の
里
」

で
予
約
し
た
み
の
ぶ
饅
頭
と
あ
け
ぼ
の
大
豆
を
受
け
取
っ
て
本
日
予
定

さ
れ
た
全
て
の
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
は
、飯
島
事
業
委
員
長

か
ら「
次
回
は
来
年
6
月
の
総
会
終
了
後

に
こ
れ
ま
で
夏
は
東
京
版
を
企
画
し
て

い
ま
し
た
が
、順
番
を
変
え
て
ク
ー
ル
Ⓨ

や
ま
な
し
と
し
て「
皆
さ
ん
の
知
ら
な
い

富
士
山
」と
い
う
こ
と
で
富
士
山
周
辺
の

周
遊
と
視
察
を
企
画
中
で
す
。奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。」と
の
締
め
括
り
の
挨

拶
で
ク
ー
ル
Ⓨ
や
ま
な
し
第
4
弾
研
修

ツ
ア
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
事
業
委
員
会　

事
務
局
）

Y

奥之院 思親閣

にしじま和紙の里
かみすきパーク
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躍
す
る
皆
様
に
は
お
力
添
え
を
賜
り
た
い
」

と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
挨
拶
に
立
っ
た
長
崎
幸
太
郎
知
事

は
、
以
下
の
挨
拶
要
旨
の
と
お
り
40
分
に
渡

り
熱
心
に
県
政
の
状
況
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
語
り
か
け
た
。

　

山
梨
県
は
、
全
国
で
直
面
し
て
い
る
物
価
高
騰
や
人
口
流
出
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
県
民

生
活
の
豊
か
さ
を
持
続
的
に
守
る
た
め
の
「
三
つ
の
柱
」
（
賃
金
水
準
の
持
続
的
引
き
上
げ
・

企
業
の
生
産
性
向
上
・
労
働
参
加
率
の
向
上
）
を
掲
げ
、
県
民
所
得
向
上
に
向
け
て
「
ス
リ
ー

ア
ッ
プ
循
環
」
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
収
益
ア
ッ
プ
・
賃
金
ア
ッ
プ
）
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。
加
え
て
、
中
長
期
の
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
、
人
へ
の
投
資
と
産
業
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
へ
の
投
資
に
関
し
て
い
え
ば
、
県
で
進
め
て
き
た
25
人
学
級
が

令
和
8
年
度
に
は
小
学
校
全
学
年
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
産
業
基
盤
の
強
化
の
1
つ
と
し

て
、
県
は
水
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
全
国
・
世
界

へ
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
2
0
2
6
年
4
月
に
は
国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
駅
と
富
士
山
を
鉄
路
不
要
の
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
富
士
ト
ラ
ム
」
で
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
り
リ
ニ
ア
駅
を
富
士
登
山
の
新
し
い
玄
関
口
と
す
る
こ
と
で
、
リ
ニ
ア
を
起
爆
剤

と
し
て
県
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
7
年
11
月
6
日
午
後
6
時
か
ら
新
宿

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
「
令
和
7

年
度
幸
せ
実
感
!
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語
る

会
」
が
開
催
さ
れ
、
山
梨
ゆ
か
り
の
県
人

2
2
0
名
余
が
参
集
し
、
長
崎
幸
太
郎
知
事

の
県
政
報
告
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
を
受

け
て
2
時
間
余
り
に
渡
り
交
流
を
深
め
た
。

　

同
会
は
本
年
度
か
ら
山
梨
県
人
会
連
合
会

の
清
水
喜
彦
会
長
が
実
行
委
員
長
を
務
め
る

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
形
式
と
な
っ
て
か

ら
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

始
め
に
、
連
合
会
会
長
代
行
で
実
行
委
員

会
副
委
員
長
を
務
め
る
中
込
勝
子
氏
が
「
山

梨
県
と
県
人
会
連
合
会
は
互
恵
の
関
係
を
築

き
な
が
ら
郷
土
の
発
展
を
目
指
し
て
き
た
。

本
年
も
大
勢
の
県
人
に
ご
参
加
頂
き
、
長
崎

知
事
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
語
ら
い
の
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
会
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
実
行
委
員
長
の
清
水
喜
彦
会
長
が

「
山
梨
は
47
都
道
府
県
の
中
で
も
元
気
な
県

の
部
類
に
入
る
と
考
え
て
い
る
。
連
合
会
も

そ
の
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
ふ
る
さ
と
の

発
展
に
向
け
て
現
在
50
の
団
体
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
ま
す
ま
す

混
迷
を
深
め
る
社
会
状
況
の
中
で
様
々
な
情

報
が
飛
び
交
っ
て
い
る
が
、
気
心
の
知
れ
た

仲
間
と
の
交
流
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
こ
そ
貴

重
で
信
頼
で
き
る
財
産
と
な
る
。
本
日
は
私

た
ち
が
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
山
梨
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
考
え
る
良
い
機
会
と
し

て
、
知
事
や
県
幹
部
と
積
極
的
に
意
見
交
換

し
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
中
谷
真
一
衆
議
院
議
員

（
財
務
副
大
臣
）
と
堀
内
詔
子
衆
議
院
議
員

（
総
務
副
大
臣
）
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
山
梨
県
議
会
を
代
表
し
て
渡
辺
淳
也

議
長
が
「
山
梨
に
暮
ら
す
我
々
も
長
崎
知
事

と
一
丸
と
な
っ
て
県
政
の
諸
課
題
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
る
。
引
き
続
き
首
都
圏
で
活

令
和
7
年
度

「
幸
せ
実
感
！
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
」開
催

長
崎
幸
太
郎
知
事
が
県
政
の
課
題
や
山
梨
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る「
幸
せ
実
感
！
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
、山
梨
ゆ
か
り
の
県
人
や
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
各
団
体
か
ら
２
２
０
人
が
参
集
し
交
流
を
深
め
る

清水喜彦会長長崎幸太郎知事

中込勝子会長代行中谷真一衆議院議員

堀内詔子衆議院議員渡辺淳也県議会議長
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続
い
て
県
産
食
材
を
使
っ
た
食
事
を
と
り
な

が
ら
の
懇
談
に
移
り
、
連
合
会
副
会
長
の
中
村

芳
文
総
務
委
員
長
が
「
長
崎
知
事
か
ら
や
ま
な

し
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
県
人
会
連
合
会
も
清
水
会
長
の
下
、

山
梨
県
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
」
と
述
べ
て
甲
州
種
ワ
イ
ン
で
の
乾
杯
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
会
場
で
は
知
事
を
囲
ん
で
の
懇
談
が

行
わ
れ
、
連
合
会
副
会
長
の
飯
島
登
美
夫
事
業

委
員
長
が
「
連
合
会
の
事
業
委
員
会
で
は
山
梨

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の
ク
ー
ル
Ⓨ
や
ま

な
し
事
業
と
山
梨
の
先
人
の
偉
業
を
訪
ね
る

ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

今
年
の
6
月
に
東
京
で
『
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
石
橋

湛
山
の
巻
』
を
、
10
月
に
は
『
身
延
町
・
身
延

山
久
遠
寺
を
訪
ね
て
』
を
開
催
。
こ
の
事
業
を

通
じ
て
少
し
で
も
山
梨
の
発
展
の
後
押
し
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
「
山
梨

県
万
歳
」
三
唱
の
音
頭
を
取
り
、
午
後
8
時
過

ぎ
に
閉
会
と
な
っ
た
。

中村芳文副会長飯島登美夫副会長
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令
和
7
年
11
月
12
日
午
後
6
時

か
ら
、千
代
田
区
の
K
K
R
ホ
テ
ル

東
京
11
階
丹
頂
の
間
に
お
い
て
山
梨

県
市
長
会
並
び
に
山
梨
県
人
会
連

合
会
と
の
意
見
交
換
会「
ざ
っ
く
ば

ら
ん
会
」が
県
内
10
市
の
市
長
と
連

合
会
の
役
員
な
ど
26
名
が
出
席
し

開
催
さ
れ
た
。　

　

2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
同

会
は
第
5
回
ま
で
は
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、第
6
回
目
か
ら
町
村

会
と
交
互
に
開
催
す
る
隔
年
方
式

と
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
2
0
2
0
年

の
中
止
は
あ
っ
た
も
の
の
、今
回
で

10
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
運
営
を
担
当
す
る
市
長

会
の
村
松
広
幸
事
務
局
長
の
司
会

で
始
ま
り
、先
ず
始
め
に
前
回
の

2
0
2
3
年
以
降
に
新
た
に
就
任

さ
れ
た
大
柴
邦
彦
北
杜
市
長
と
連

合
会
の
島
田
敏
男
監
事
の
紹
介
が

あ
り
、続
い
て
市
長
会
長
の
山
下
政

樹
笛
吹
市
長
か
ら「
お
陰
様
で
昨
年

の
ふ
る
さ
と
納
税
は
県
内
13
市
の
総

額
で
4
2
0
億
円
に
達
す
る
こ
と
と

な
り
、子
育
て
・
教
育
や
街
づ
く
り

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

県
人
会
の
皆
様
に
は
御
礼
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。今
夜
は
濃
密
な

情
報
交
換
を
お
願
い
し
た
い
」と
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、県
人
会
連
合
会
の
清
水
喜

彦
会
長
か
ら「
県
人
会
は
互
い
の
親

睦
を
深
め
る
と
共
に
ふ
る
さ
と
山
梨

へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。山
梨
の
生
き
る
道
で
あ
る
観

光
業
に
お
い
て
は
日
帰
り
か
ら
最
低

で
も
2
泊
3
日
の
宿
泊
を
伴
う
滞

在
型
の
客
を
増
や
す
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、若
者
の
働
く
場
を

作
り
出
す
た
め
の
企
業
誘
致
に
お
い

て
も
山
梨
に
相
応
し
い
企
業
は
何

か
、本
日
は
県
内
各
市
の
市
長
様
か

ら
様
々
な
情
報
を
直
接
お
聞
き
し

て
、東
京
か
ら
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
な
い
か
、我
々
が
で
き
る
ご
支
援

は
な
い
か
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見

交
換
を
行
う
機
会
と
し
た
い
」と
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
県
産
甲
州
種
の
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
ワ
イ
ン
が
用
意
さ
れ
、市
長

会
副
会
長
の
樋
口
雄
一
副
会
長
か
ら

「
平
素
か
ら
県
人
会
の
役
員
の
皆

様
に
は
様
々
な
場
面
で
ご
支
援
を
頂

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、

今
宵
の
貴
重
な
機
会
を
有
意
義
な

も
の
と
し
た
い
」と
の
言
葉
と
共
に

乾
杯
が
行
わ
れ
懇
談
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
中
で
、出
席
の

10
市
の
市
長
か
ら
持
ち
時
間
2
分

以
内
と
い
う
制
限
の
下
に
各
市
の
近

況
報
告
が
行
わ
れ
た
。各
市
が
抱
え

る
課
題
や
ふ
る
さ
と
自
慢
、現
在
取

り
組
ん
で
い
る
施
策
な
ど
様
々
な
話

題
が
披
露
さ
れ
る
と
連
合
会
の
役

員
だ
け
で
な
く
同
席
の
各
市
長
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。続
い
て

県
人
会
連
合
会
の
各
役
員
か
ら
も

同
じ
く
2
分
以
内
の
近
況
報
告
が

行
わ
れ
、そ
の
後
も
各
テ
ー
ブ
ル
を

行
き
交
い
な
が
ら
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
熱
心
な
情
報
交
換
と
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。最
後
に
市
長
会
監

事
の
保
坂
武
甲
斐
市
長
が「
本
日
は

大
変
貴
重
な
情
報
と
共
に
温
か
い

激
励
も
頂
い
た
。東
京
で
活
躍
す
る

県
人
会
連
合
会
の
皆
様
に
感
謝
を

込
め
て
」と
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
豪

快
な
3
本
締
め
で
2
時
間
余
り
の

意
見
交
換
会
が
終
了
し
た
。

市
長
会
と
意
見
交
換
会
を
開
催
。市
政
や
県
人
会
活
動
に
つ
い
て
活
発
に
語
り
合
う

山
梨
県
市
長
会
並
び
に
山
梨
県
人
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
会
」を
開
催

清水喜彦
連合会長

金丸一元
南アルプス市長

樋口雄一
市長会副会長（甲府市長）

島⽥敏男
幹事

大柴邦彦
北杜市長

望月智
中央市長

佐野公哉
文化・スポーツ委員長

飯島登美夫
事業委員長

村上信行
上野原市長

山下昌彦
広報委員長

中込勝子
会長代行

澤登拓
会計

内藤久夫
韮崎市長

保坂武
甲斐市長

矢崎弘直
会計

高木晴雄
山梨市長

鈴木幹夫
甲州市長

古谷誠
ふるさと納税推進委員⻑

山下政樹市長会長
（笛吹市長）

山梨県市長会並びに山梨県人会連合会との意見交換会
「ざっくばらん会」を開催
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萩
原 

な
つ
子
氏

―
ご
出
身
は
笛
吹
市
の
石
和
で
す
ね

　

そ
う
で
す
。石
和
町
の
四
日
市
場
の

出
身
で
す
。

　

祖
母
と
両
親
、兄
と
姉
二
人
で
私
が

末
っ
子
の
７
人
家
族
で
育
ち
ま
し
た
。

―
ど
ん
な
ご
家
庭
で
し
た
か

　

父
は
当
時
の
運
輸
省
の
国
家
公
務

員
で
東
京
の
単
身
赴
任
が
長
く
て
、母

は
東
京
時
代
は
看
護
師
で
し
た
が
石

和
に
来
て
か
ら
は
出
荷
組
合
の
事
務

を
や
り
な
が
ら
、柿
の
産
地
で
す
の
で

柿
畑
も
少
し
で
す
が
作
っ
て
い
ま
し

た
。祖
父
母
が
二
人
と
も
教
員
で
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
し
た
。そ
れ
で
父
の
名

前
は
伊
藤
真
理
夫
で
す
し
、祖
母
の
妹

の
大
叔
母
は
ナ
ザ
レ
修
女
会
の
シ
ス

タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。小
さ
い
頃
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ツ
リ
ー
を
キ
チ
ン

と
飾
っ
て
讃
美
歌
を
歌
う
よ
う
な
家

庭
で
育
ち
、こ
の
祖
母
と
大
叔
母
に
は

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。当
時

ポ
ー
ル
ラ
ッ
シ
ュ
が
清
里
で
清
泉
寮
な

ど
を
建
設
中
で
し
た
が
、大
叔
母
は
ナ

ザ
レ
修
女
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
手
伝

い
に
行
っ
て
い
た
の
で
よ
く
家
に
も
寄

り
ま
し
た
。私
も
母
と
一
緒
に
清
里
に

行
き
ま
し
た
。ナ
ザ
レ
修
女
会
は
英
国

国
教
会
系
で
す
か
ら
大
叔
母
は
英
国

に
も
何
度
も
行
っ
て
い
ま
す
。４
、５
歳

の
頃
に
英
国
か
ら
帰
っ
て
来
た
大
叔

母
が
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
な
ど

の
英
国
の
風
景
を
当
時
の
幻
灯
機
で

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。こ
の
時
の
印
象
が
強
烈
で
英
国
に

萩原なつ子氏に聞く
Linkage Interview

憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
頃
は「
将

来
は
通
訳
に
な
る
」と
周
り
に
言
っ
て

い
ま
し
た
。通
訳
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、後
の
語
学
留
学
や
大
学
の
英

文
科
進
学
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

―
小
中
学
校
時
代
は
ど
ん
な

　

父
も
水
泳
を
始
め
何
で
も
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
し
た
が
私
も
運
動
は

得
意
で
し
た
。小
学
校
で
は
陸
上
競
技

と
水
泳
の
選
手
で
、特
に
水
泳
は
コ
ー

チ
を
付
け
て
も
ら
っ
た
途
端
に
早
く

な
っ
て
県
大
会
で
記
録
を
出
し
た
り

し
ま
し
た
が
、中
学
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
転
向
し
ま
し
た
。バ
ス
ケ

部
の
顧
問
の
先
生
が
素
晴
ら
し
い
方

で
石
和
中
学
を
強
豪
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
れ
で
高
校
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
た
く
て
姉
二
人
は
学

区
外
の
日
川
高
校
に
行
っ
た
の
で
す

が
、私
は
女
子
バ
ス
ケ
部
が
強
か
っ
た

女
子
校
の
山
梨
高
校
を
選
び
ま
し
た
。

姉
二
人
の
制
服
が
使
え
な
く
な
っ
て
母

が
た
め
息
を
つ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
一
辺
倒

と
言
う
訳
で
は
な
く
て
読
書
も
大
好

き
で
し
た
。家
に
は
父
の
哲
学
書
か
ら

絵
本
ま
で
沢
山
の
本
が
あ
り
ま
し
た

の
で
片
っ
端
か
ら
読
み
ま
し
た
。学
校

の
図
書
室
の
本
も
読
み
尽
く
し
た
く

ら
い
で
す
。バ
ス
ケ
部
の
顧
問
の
先
生

は
体
育
館
の
部
室
に
本
を
置
い
て
く

れ
て
い
て
そ
の
中
に
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲

学
書
ま
で
あ
り
ま
し
た
。音
楽
も
好
き

で
、合
唱
も
や
っ
て
ま
し
た
か
ら
小
中

学
校
の
同
級
生
に
は
私
は
音
大
に
行

く
の
で
は
と
思
わ
れ
て
い
た
ぐ
ら
い
で

す
。

―
高
校
一
年
で
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修

へ　

山
梨
高
校
に
入
学
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
打
ち
込
み
、生
徒
会
活
動
も

熱
心
に
や
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、朝

日
新
聞
に
朝
日
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
企
画
で
大
学
生
向
け
の

語
学
研
修
募
集
の
広
告
が
載
り
ま
し

た
。す
る
と
姉
た
ち
が
何
故
か「
な
つ

子
を
こ
れ
に
行
か
せ
よ
う
」と
皆
で
お

金
を
出
し
合
っ
て
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と

し
た
語
学
研
修
に
行
か
せ
て
く
れ
た

の
で
す
。忘
れ
も
し
ま
せ
ん
が
、大
学

生
対
象
の
研
修
だ
っ
た
の
で
父
が
主
催

者
に
電
話
し
て「
高
校
一
年
生
だ
が
親

が
全
責
任
を
持
つ
の
で
参
加
さ
せ
て
欲

し
い
」と
直
談
判
し
て
や
っ
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

イ
ギ
リ
ス
全
土
と
フ
ラ
ン
ス
、ア
メ
リ

カ
を
回
っ
て
帰
っ
て
く
る
研
修
で
春
休

み
を
挟
ん
で
１
カ
月
位
学
校
を
休
み

ま
し
た
が
こ
れ
が
私
の
原
点
に
な
り
ま

し
た
。女
子
校
を
選
択
し
た
こ
と
も
私

の
そ
の
後
の
人
生
の
た
め
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。女
子
だ
け
の
学
校
な
の

で
男
女
の
バ
イ
ア
ス
な
し
の
高
校
生
活

を
伸
び
伸
び
と
送
る
こ
と
が
出
来
た

か
ら
で
す
。

 

―
明
治
学
院
大
学
英
文
学
科
に
進
学

し
ま
す

　
こ
れ
も
大
叔
母
が
関
係
し
ま
す
。ナ

ザ
レ
修
女
会
は
後
に
三
鷹
に
移
り
ま

す
が
当
時
は
港
区
白
金
台
に
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
で
大
叔
母
は
会
う
た
び
に

進
学
す
る
な
ら
白
金
台
に
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
明
治
学
院
、明
治
学
院
と
私
に

薦
め
る
の
で
す
っ
か
り
刷
り
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。ヘ
ボ
ン
式
の
ヘ
ボ
ン
さ
ん

と
島
崎
藤
村
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

学
校
で
も
あ
る
し
英
文
学
科
が
有
名

で
し
た
の
で
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

名
門
校
に
進
む
選
択
肢
も
無
か
っ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、あ
ま
り
迷
う

こ
と
も
無
く
明
治
学
院
大
学
の
文
学

部
英
文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

―
大
学
で
打
ち
込
ん
だ
こ
と
は
何
で

す
か

　

最
初
は
初
台
の
風
呂
も
な
い
ア

パ
ー
ト
に
居
ま
し
た
が
、父
が
や
っ
て

来
て「
こ
こ
で
は
駄
目
だ
」と
言
っ
て
た

ま
た
ま
大
家
さ
ん
が
山
梨
県
出
身
の

東
麻
布
の
ア
パ
ー
ト
に
移
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
居
心
地
が
良
く
て
結
婚
す
る

ま
で
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。英
文
学

の
勉
強
も
ち
ゃ
ん
と
や
り
ま
し
た
が
、

貿
易
会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

浅
草
の
塾
で
英
語
教
師
も
や
り
ま
し

た
。し
か
し
、東
麻
布
と
六
本
木
は
目

と
鼻
の
先
で
す
。夜
な
夜
な
好
き
な

ジ
ャ
ズ
の
名
店
に
も
通
っ
て
ま
し
た
。

遊
ん
で
ば
か
り
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

目
指
し
て
い
た
貿
易
商
社
へ
の
就
職
を

考
え
て
大
学
に
通
い
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
専
門
学
校
に
も
通

い
ま
し
た
。今
で
い
う
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
で
す
が
、こ
の
授
業
料
は
自
分
の
バ

イ
ト
代
か
ら
捻
出
し
ま
し
た
。こ
の

専
門
学
校
で
機
械
専
門
商
社
の
社
員

だ
っ
た
10
歳
年
上
の
夫
と
出
会
い
ま

す
。

注
目
!
甲
州
人
�

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
庭
で
自
由
に
伸
び
伸
び
と
育
っ
た
少
女
は
、高
一
で
英
国
語
学
研
修
へ
。大
学
は
英
文
学
科
を
選
ん
だ
も
の
の
４

年
制
女
子
大
生
へ
の
激
し
い
就
職
差
別
に
愕
然
。就
職
し
た
広
告
代
理
店
を
３
ケ
月
で
結
婚
退
職
し
、子
連
れ
で
母
校
に
復
学
し
て

社
会
学
者
の
道
を
目
指
す
。日
本
で
屈
指
の
環
境
社
会
学
、市
民
活
動
論
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
専
門
家
と
な
り
、２
周
遅
れ
の
日
本
の
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
萩
原
な
つ
子
理
事
長
に
山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
の
軌
跡
を
伺
っ
た
。

聞
き
手 

山
梨
県
人
会
連
合
会
広
報
委
員
長
　
山
下
昌
彦

独
立
行
政
法
人 

国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長
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―
就
活
は
ど
ん
な
風
に

　

将
来
は
貿
易
会
社
か
商
社
に
就
職

し
た
い
と
高
校
時
代
か
ら
英
文
タ
イ

プ
も
習
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
な
の
に

当
時
の
４
年
制
大
学
女
子
の
就
職
先

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。男
女
雇

用
機
会
均
等
法
も
な
い
時
代
で
、女
子

の
募
集
条
件
に
は「
容
姿
端
麗
」と
か

「
自
宅
通
勤
」と
か
男
子
に
は
な
い
条

件
が
並
ん
で
い
て
、し
か
も
男
性
社
員

の
事
務
補
助
で
コ
ピ
ー
取
っ
た
り
、電

話
番
し
た
り
、お
茶
を
入
れ
た
り
と
か

の
仕
事
し
か
な
い
の
で
す
。こ
の
こ
と
へ

の
怒
り
が
今
こ
う
し
て
男
女
共
同
参

画
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
の
原
点
で

す
。そ
れ
で
も
や
っ
と
小
さ
な
広
告
代

理
店
の
募
集
を
見
つ
け
就
職
し
ま
し

た
。し
か
し
３
か
月
後
に
退
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。当
時
の
会
社
の「
常

識
」で
女
子
は
結
婚
す
る
と「
寿
退
職
」

と
い
う
名
の
も
と
に
辞
め
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
。

―
結
婚
退
職
後
母
校
の
社
会
学
部
に

入
り
直
し
ま
す

　

専
門
学
校
で
知
り
合
っ
た
夫
は
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
の
専
門
性
を
磨
く
た
め

に
、こ
の
時
既
に
４
つ
目
の
大
学
で
学

ん
で
い
て
、ま
だ
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と

い
う
名
称
も
な
い
時
代
で
は
珍
し
い
タ

イ
プ
の
人
で
し
た
。こ
の
夫
に
な
る
人
に

「
何
で
女
性
と
い
う
だ
け
で
こ
ん
な
に

不
利
益
な
扱
い
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」と
こ
ぼ
し
て
い
る
と「
そ

れ
は
社
会
構
造
の

問
題
だ
か
ら
知
り

た
か
っ
た
ら
学
び

直
せ
ば
」と
大
学

に
戻
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。

僅
か
３
か
月
の
会

社
勤
務
で
し
た
が

男
性
が
家
に
帰
れ

な
い
よ
う
な
働
き

方
を
見
て「
男
性

の
働
き
方
も
変
え

な
が
ら
で
な
い
と

女
性
が
社
会
進
出

し
て
も
共
倒
れ
に

な
る
」と
直
感
し
、男
女
差
別
の
社
会

構
造
を
学
ぶ
た
め
に
明
治
学
院
大
学

の
社
会
学
部
に
学
士
入
学
し
ま
し
た
。

―
更
に
お
茶
の
水
女
子
大
の
大
学
院

に
進
み
ま
す

　

大
学
に
入
り
直
す
前
に
、長
女
を

出
産
し
ま
し
た
。そ
れ
で
子
連
れ
で
大

学
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
社
会
学
部

を
卒
業
す
る
頃
に
は「
私
は
も
う
企
業

に
は
入
ら
な
い
。研
究
者
の
道
を
目
指

す
」と
決
め
ま
し
た
。明
治
学
院
に
も

社
会
学
の
大
学
院
は
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
か
ら「
社
会

学
は
男
社
会
だ
か

ら
女
性
が
研
究
職

の
ポ
ス
ト
を
得
る

の
は
難
し
い
。家

政
学
な
ら
短
大
の

家
政
科
が
あ
る
の

で
比
較
的
ポ
ス
ト

に
就
き
や
す
い
」と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
戦
略
的
に

お
茶
の
水
女
子
大

の
大
学
院
家
政
学

研
究
科
の
門
を
叩

き
ま
し
た
。す
で
に

「
家
政
学
の
母
」と
言
わ
れ
る
ア
メ
リ

カ
の
エ
レ
ン・
ス
ワ
ロ
ウ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ

の
存
在
を
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、家

政
学
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し

た
。彼
女
は「
環
境
教
育
の
母
」と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。私
が
常
に
関
心
を

持
っ
て
き
た
環
境
の
問
題
が
こ
こ
で
家

政
学
と
繋
が
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
の
は
夫
の
親
友
で
一
橋

大
学
経
済
学
部
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て

い
た
室
田
武
先
生
で
す
。こ
こ
で
も
夫

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
私
の
人
生
を
変
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。お
茶
の
水
女
子

大
学
の
大
学
院
の
入
試
は
専
門
科
目

の
他
、当
時
は
二
カ
国
語
あ
っ
て
、一
度

目
は
ど
う
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
失
敗
し
た

ら
し
い
で
す
。２
度
目
の
受
験
で
合
格

し
ま
し
た
。「
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
こ
れ
か
ら

は
と
て
も
大
事
な
学
問
に
な
る
か
ら
」

と
文
化
人
類
学
者
と
し
て
も
高
名
な

原
ひ
ろ
子
先
生
に
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。

―
そ
の
後
、ト
ヨ
タ
財
団
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム・オ
フ
ィ
サ
ー
に
就

任
し
ま
す

　

私
の
大
学
院
で
の
テ
ー
マ
は「
子
供

と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」で
す
が
修
士
論
文
を

書
き
上
げ
る
ま
で
の
３
年
間
は
日
野

市
で
有
機
農
業
を
や
っ
て
い
る
団
体
の

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
、当
時
２
歳

の
娘
を
連
れ
て
通
い
ま
し
た
。こ
の
団

体
は
市
民
の
研
究
活
動
に
日
本
で
初

め
て
助
成
を
行
っ
た
ト
ヨ
タ
財
団
の
プ

ロ
グ
ラ
ム「
市
民
研
究
コ
ン
ク
ー
ル　

身
近
な
環
境
を
み
つ
め
よ
う
」の
助
成

を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
審
査
委
員
を
し
て
い
た
の

が
指
導
教
授
の
原
ひ
ろ
子
先
生
で
し

た
。こ
う
し
た
ご
縁
で
修
士
課
程
修
了

後
に
ト
ヨ
タ
財
団

の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ

フ
ィ
サ
ー
の
仕
事

を
や
っ
て
み
な
い

か
、と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。こ
の

ト
ヨ
タ
財
団
で
当

時
プ
ロ
グ
ラ
ム・
オ

フ
ィ
サ
ー
を
や
っ
て

い
た
の
が
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法

（
N
P
O
法
）の

成
立
に
尽
力
し
、

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
の
設
立
者
の
一
人
で
あ
る
山
岡
義

典
さ
ん
で
、こ
こ
で
７
年
間
み
っ
ち
り

鍛
え
ら
れ
た
こ
と
で
市
民
に
よ
る
調

査
研
究
の
手
法
や
課
題
解
決
の
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。10

年
か
か
り
ま
し
た
が
こ
の
研
究
を
ま

と
め
た
博
士
論
文
が
お
茶
の
水
女
子

大
の
審
査
を
と
お
り
博
士
号
の
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
38
歳
で
初
め
て
専
任
講
師
に

　

修
士
課
程
修
了
後
は
３
つ
の
大
学

の
非
常
勤
講
師
と
ト
ヨ
タ
財
団
の
仕

事
を
掛
け
持
ち
し

て
働
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
東
横
学

園
女
子
短
大（
現

東
京
都
市
大
学
）

の
専
任
講
師
に
採

用
さ
れ
、正
規
の

教
員
に
な
れ
た
時

に
は
38
歳
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。5

年
後
に
助
教
授
に

昇
任
、武
蔵
工
業

大
学
環
境
情
報
学

部（
現
東
京
都
市

大
学
）、２
０
０
６

年
に
立
教
大
学
に
移
り
、定
年
ま
で
勤

め
ま
し
た
。立
教
大
学
に
は
通
算
16
年

と
一
番
長
い
勤
務
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
立
教
大
学
は
聖
公
会
系
の
大
学

で
す
か
ら
聖
公
会
の
シ
ス
タ
ー
で
あ
る

大
叔
母
が
一
番
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

私
も
強
い
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。紆
余

曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
先
生
や
夫
の

助
言
が
功
を
奏
し
て
、女
性
で
あ
っ
て

も
こ
う
し
て
研
究
者
の
道
で
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ひ
と
え
に
家
族

の
理
解
と
結
婚
後
に
子
育
て
を
し
な

が
ら
住
ん
だ
夫
の
実
家
、娘
の
幼
稚

園
、小
学
校
の
友
人
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ
れ
ら
の
支
え

が
な
け
れ
ば
到
底
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

 

―
浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
に
招
聘
さ

れ
て
宮
城
県
庁
に
出
向
し
ま
し
た

　

東
横
学
園
女
子
短
大
５
年
目
の
9

月
に
論
文
審
査
が
通
っ
て
博
士
号
の

学
位
を
取
得
し
ま
す
。そ
の
翌
年
の
正

月
に
国
際
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
で
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
岩
男
寿
美
子
先

生
か
ら「
宮
城
県
知
事
が
環
境
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
分
か
る
40
代
の

女
性
を
探
し
て
い
る
、あ
な
た
行
く
気

が
あ
る
」と
の
打
診
を
受
け
ま
す
。か

ね
て
か
ら
行
政
に
は
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
２
年
間
の
期
限
付
き
の
こ

の
話
を
即
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。浅
野
知
事
と
対
面
し
た
の
は

2
0
0
1
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で

し
た
。早
速
そ
の
年
の
4
月
か
ら
2
年

間
、宮
城
県
環
境
生
活
部
次
長
と
し

て
、丁
度
娘
が
大
学
受
験
の
年
で
し
た

が
仙
台
に
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。研
究

者
に
と
っ
て
地
方
自
治
体
の
業
務
を

経
験
で
き
る
こ
と
、予
算
や
条
例
の
作

成
、議
会
対
応
、住
民
と
の
や
り
取
り

を
実
地
に
、し
か
も
自
治
体
の
公
務
員

と
し
て
経
験
で
き
る
こ
と
は
願
っ
て
も

な
い
機
会
で
し
た
。着
任
早
々
議
員
提

案
の「
宮
城
県
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」の
策
定
に
携
わ
り
、ま
た「
食
育

の
里
づ
く
り
」と
い
う
新
規
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
か
ら
実
施
ま
で
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。土
日
も
ほ

と
ん
ど
宮
城
県
内
を
回
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
東
京
に
は
ほ
と
ん
ど
帰
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。あ
っ
と
い
う
間
の
2
年

間
で
し
た
。

―
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
消
滅
可
能

性
都
市
と
さ
れ
た
豊
島
区
の「
F
1

会
議
」を
主
宰
さ
れ
ま
す

　

豊
島
区
は
2
0
1
4
年
に
東
京
23

区
の
中
で
唯
一「
消
滅
可
能
性
都
市
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
危
機
感
を

持
っ
た
区
長
が
緊
急
対
策
本
部
を
設

置
し
て
対
策
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま

萩原なつ子氏に聞く
Linkage Interview
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し
た
。当
事
者
で
あ
る
20
～
30
歳
代

の
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
、区
内
に
あ
る
立

教
大
学
の
私
に
座
長
を
依
頼
し
て
き

ま
し
た
。宮
城
県
で
の
経
験
を
も
と
に

「
1
0
0
人
女
子
会
」を
行
い
、審
議

会
と
し
て
設
置
さ
れ
た「
と
し
ま
F
1

会
議
」で
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の
会

議
な
ど
を
積
み
重
ね
、Ｆ
１
世
代
の
声

を
盛
り
込
ん
だ
政
策
提
言
を
行
い
ま

し
た
。実
際
に
豊
島
区
は
2
0
1
5

年
度
に「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」関
連
予
算
11
事
業
8
︐8
0
0
万

円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。こ
の
成
功
体

験
を
基
に
豊
島
区
の
ま
ち
づ
く
り
が

動
き
出
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
ま

し
た
。私
は
今
、山
梨
県
男
女
共
同
参

画
・
共
生
社
会
推
進
統
括
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
兵
庫
県
豊
岡
市
の
地
域
啓
発

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
若
者
・
女
性
が

住
み
続
け
た
く
な
る
町
づ
く
り
の
た
め

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
が
重
要

で
あ
る
と
い
う「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
戦
略
」と
い
う
先
進
的
な
取
組
み

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

―
立
教
大
退
職
後
は
国
立
女
性
教
育

会
館
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

　

2
0
1
8
年
に
は
ず
っ
と
関
わ
っ

て
来
た
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
代

表
理
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
20
代
か
ら
通
っ
て
き

た
こ
の
国
立
女
性
教
育
会
館
で
は
、

2
0
2
2
年
に
立
教
大
学
を
定
年
退

職
す
る
と
共
に
理
事
長
に
就
任
し
て

今
年
で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。来
年
度

か
ら
は
文
部
科
学
省
か
ら
内
閣
府
に

主
管
が
移
管
さ
れ（
文
科
省
は
共
管
）、

名
称
も「
男
女
共
同
参
画
機
構
」に
変

わ
り
ま
す
。低
迷
し
た
ま
ま
の
日
本
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、全
国
の
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
オ
ブ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

―
山
梨
の
風
土
に
つ

い
て
ど
ん
な
思
い
を

　

笹
子
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
風
景
が
一

変
し
て
色
、空
気
感

が
変
わ
り
ま
す
。緊

張
感
が
抜
け
て
ホ
ッ

と
し
ま
す
が
そ
れ
が

18
歳
ま
で
育
っ
た
故
郷
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。山
梨
県
人
、特
に
女
性

は
働
き
者
で
我
慢
強
く
、あ
き
ら
め
な

い
と
い
う
特
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
人
口
減
少
時
代
の
山
梨
は
こ
れ
か

ら
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か

　

も
う
人
口
減
少
、超
高
齢
化
か
ら

は
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。受
け
止
め
て
山

梨
ら
し
い
等
身
大
の
身
の
丈
に
合
っ
た

暮
ら
し
を
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。山
梨
に
あ
る
も
の
を
大
事
に
し
て

そ
れ
を
上
手
く
繋
げ
な
が
ら
楽
し
ん

で
生
き
て
ゆ
く
。健
康
寿
命
も
も
ち
ろ

ん
大
事
で
す
が
私
は
社
会
に
貢
献
す
る

「
貢
献
寿
命
」を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
と

唱
え
て
い
ま
す
。「
無
尽
の
精
神
」で
お

互
い
さ
ま
文
化
を
大
事
に
し
た
い
で
す

ね
。

―
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
ゆ
く

若
者
や
女
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
「
夢
は
大
き
く
、気
は
多
く
」っ
て

言
っ
て
ま
す
。「
や
っ
て
見
な
は
れ
」の
精

神
で
、何
に
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
。沢

山
の
人
に
出
会
う
こ
と
。で
き
れ
ば
超

一
流
の
人
に
会
う
こ
と
で
す
。自
分
に

枠
を
嵌
め
な
い
で
諦
め
な
い
で
頑
張
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。

略　歴
萩原 なつ子 （はぎわら なつこ）
1956 年	 山梨県笛吹市石和町	出身
1975 年 3 月	 山梨県立山梨高等学校卒業
1979 年 4 月	 明治学院大学文学部卒業
1985 年 3 月	 明治学院大学社会学部卒業　
1988 年 3 月	 お茶の水女子大学大学院家政学研究科修了
1995 年 3 月	 東横学園女子短期大学専任講師
2000 年 4 月	 東横学園女子短期大学助教授
2001 年 4 月	 宮城県環境生活部次長
2003 年 4 月	 武蔵工業大学環境情報学部助教授
2006 年 4 月	 立教大学社会学部准教授
2008 年 4 月	 立教大学社会学部教授
2012 年 7 月	 NPO 法人日本NPOセンター副代表理事
2018 年 7 月	 NPO 法人日本NPOセンター代表理事
2022 年 4 月	 立教大学名誉教授（現職）
2022 年 4 月	 独立行政法人国立女性教育会館理事長（現職）
2024 年 7 月	 NPO 法人日本NPOセンター理事（現職）
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自
己
紹
介

　

山
梨
県
韮
崎
市
の
本
町
商
店
街
、

家
業
が
あ
る
家
の
三
姉
妹
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
い
頃
か
ら

家
業
を
継
ぐ
と
い
う
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
抱
え
な
が
ら
も
、当
時
ア
パ

レ
ル
業
界
で
初
め
て
の
女
性
役
員
に

な
る
叔
母
や
、役
員
と
し
て
毎
日
忙
し

そ
う
に
働
く
母
の
背
中
に
ど
こ
か
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

甲
府
西
高
校
か
ら
中
央
大
学
に
進
学

し
、大
学
卒
業
後
は
、大
手
不
動
産
会

社
に
入
社
し
営
業
職
と
し
て
社
会
人

ス
タ
ー
ト
。そ
の
後
、物
流
会
社
で
社

長
室
に
所
属
し
な
が
ら
品
質
管
理
/

秘
書
/
採
用
人
事
を
経
験
し
、経
営

を
近
い
距
離
で
学
び
ま
し
た
。続
い
て

大
手
音
楽
会
社
に
転
職
し
、再
び
社

長
秘
書
と
し
て
、多
様
な
才
能
が
交
差

す
る
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

　

会
社
員
と
し
て
最
後
に
経
験
し
た

の
は
ビ
ズ
リ
ー
チ
と
い
う
I
T
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
し
た
。社
内
の
新
規
事
業
部

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
、新
し

い
価
値
を
ゼ
ロ
か
ら
形
に
し
て
い
く
面

白
さ
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。た
だ
一

方
で
、「
働
く
」「
地
域
」「
人
の
キ
ャ
リ

ア
」と
い
う
テ
ー
マ
に
自
分
の
情
熱
が

向
き
は
じ
め
、い
ず
れ
山
梨
に
帰
る
な

ら
地
域
活
性
が
や
り
た
い
と
強
い
思

い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、2
0
2
0
年

会
社
員
を
辞
め
知
人
も
ほ
ぼ
い
な
い

京
都
へ
地
域
活
性
の
修
行
を
す
る
た

め
移
住
。地
元
の
方
と
の
関
係
性
づ
く

り
か
ら
、地
元
企
業
の
事
業
開
発
や

P
R
に
従
事
。京
都
大
学
の
教
授
や
京

都
の
経
営
者
8
人
で
起
業
経
験
も
し

ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
山
梨
へ
U
タ
ー
ン
し

株
式
会
社
ア
ッ
セ
ン
ブ
ル
を
設
立
。現

在
は
地
域
活
性
の
た
め
の
事
業
作
り

に
邁
進
し
な
が
ら
も
、東
京
と
山
梨
を

繋
ぐ
役
割
と
し
て
二
拠
点
生
活
を
し

て
い
ま
す
。

 

現
在
の
企
業
内
容

　
「
人
の
可
能
性
を
最
大
化
し
、地
域

の
価
値
を
再
編
集
す
る
。」そ
ん
な
思

い
か
ら
生
ま
れ
た
株
式
会
社
ア
ッ
セ
ン

ブ
ル
は
、大
き
く
3
つ
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

①
社
外
人
事
事
業（
組
織
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
）コ
ズ
ミ
ッ
ク
と
キ
ャ
リ
ア

事
業

　

地
方
企
業
の
多
く
が
抱
え
る
採
用
・

育
成
・
制
度
設
計
・
組
織
づ
く
り
の
課

題
に
対
し
、外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

深
く
入
り
込
む「
社
外
人
事
」と
い
う

立
ち
位
置
で
、経
営
の
す
ぐ
隣
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、現
場
の
声
を
汲
み
取

り
、事
業
成
長
と
人
の
成
長
を
同
時
に

実
現
し
て
い
く
事
業
で
す
。人
手
不
足

に
困
っ
て
い
る
企
業
は
変
化
が
で
き
な

い
企
業
も
多
く
、そ
こ
を
専
門
家
と
し

て
一
緒
に
事
業
成
長
を
目
指
し
て
伴

走
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
授
業
、

年
間
を
通
し
た
就
活
セ
ミ
ナ
ー
、山
梨

の
働
く
女
性
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
、起
業
家
の
成
長
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、働
く
人
が「
自
分
の
選
択
に
誇
り

を
持
て
る
社
会
」を
目
指
し
て
伴
走
型

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
地
方
の
若
者
が
挑
戦
し
続
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、未
来

を
担
う
世
代
が
自
ら
扉
を
開
い
て
い

け
る
機
会
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
ア
パ
レ
ル
事
業

　

昭
和
町
に
w
i
l
l
o
w 

Y
a
m
a
n
a
s
h
i
と
い
う
ハ
イ

ブ
ラ
ン
ド
の
セ
レ
ク
ト
や
オ
ー
ダ
ー

ス
ー
ツ
の
店
舗
を
作
り
ま
し
た
。「
周

り
の
目
を
気
に
し
た
り
、田
舎
と
い
う

理
由
で
お
洒
落
を
諦
め
る
」の
で
は
な

く
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
軸
に
大
人
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
、質
の
良
い
物
を
大
事

に
し
て
欲
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
て
店
舗
経
営
を
し
な
が
ら
、広
義

で
地
域
活
性
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
戦
略
事
業

　

主
に
都
内
中
心
に
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
盤
作
り
の
た
め
の
設
計
や
、事

業
成
長
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
戦
略

を
担
当
し
て
い
ま
す
。A
I
が
代
替
で

き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
は
今
後
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
重
要
項
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
企
業
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

 

今
後
の
事
業
展
開

　

ま
ず
は
経
済
産
業
省
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
も
あ
る「
地
域
の
人
事
部
」の
山

梨
版
を
立
ち
上
げ
、山
梨
の
企
業
の
人

組
織
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
を
解
決

す
る
た
め
、行
政
や
金
融
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
課
題
に
向
き
合
う

こ
と
に
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
、自
分
の
得
意
と
す
る
県
外
企
業
と

連
携
を
し
な
が
ら
地
域
の
課
題
に
向

き
合
い
、山
梨
県
が
住
み
や

す
く
、働
く
の
に
も
良
い
県

に
な
る
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

中
長
期
的
に
は
、抽
象
的
で
す
が
誰

か
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
実
現
す
る

支
援
機
関
を
作
り
、想
い
の
あ
る
人
が

学
び
を
得
な
が
ら
仲
間
作
り
を
し
事

業
に
挑
戦
で
き
る
環
境
作
り
を
し
た

い
と
夢
見
て
い
ま
す
。会社概要

会　社　名：株式会社アッセンブル
代　表　者：代表取締役　保坂 沙央里
会 社 設 立：2021年9月
所　在　地：山梨県韮崎市本町2-10-9
資　本　金：1,000万円

株式会社アッセンブル   代表取締役 保坂 沙央里 氏
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落
語
の「
鰍
沢
」「
甲
府
い
」、能
の「
鵜
飼
」は一見
、関
係
無
さ
そ
う
で
す
が
、

共
通
項
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
考
察
し
て
み
ま
す
。

「
鰍
沢
」の
紹
介
で
す

　

江
戸
の
商
人
新
助
は
、日
蓮
宗
の
お
題
目

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」を
唱
え
な
が
ら
、身
延

山
に
お
参
り
に
行
き
ま
す
。途
中
、日
蓮
宗
小

室
山
妙
法
寺（
＠
現
富
士
川
町
）で「
毒
消
し
の

護
符（
日
蓮
上
人
に
由
来
す
る
）」を
頂
き（
今

も
同
寺
で
頂
け
ま
す
）、身
延
山
に
お
参
り
。帰

途
、鰍
沢
辺
り
で
大
雪
に
降
ら
れ
道
に
迷
い
ま

す
。よ
う
や
く
泊
め
て
く
れ
る
家
が
見
つ
か
り

ま
し
た
が
、そ
の
家
の
女
房
か
ら
毒
入
り
卵
酒

を
振
る
舞
わ
れ
、寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。新
助

が
大
金
を
持
っ
て
い
る
事
を
知
っ
た
女
房
が
新

助
を
殺
し
て
小
判
を
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で

す
。し
か
し
、新
助
は
途
中
で
そ
の
企
て
に
気
付

き「
毒
消
し
の
護
符
」を
の
み
ま
す
。毒
は
す
こ

し
中
和
さ
れ
、家
か
ら
出
て
富
士
川
ま
で
辿
り

着
き
ま
す
が
、女
房
は
鉄
砲
で
新
助
を
狙
い
ま

す
。弾
を
避
け
よ
う
と
し
て
新
助
は
富
士
川
に

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
、し
か
し
、川
に
は
材
木
が

あ
り
、そ
れ
に
捕
ま
っ
て
新
助
は
助
か
り
ま
す
。

「
お
材ざ

い
も
く木（
お
題だ

い
も
く目
に
か
け
て
い
る
）で
助
か
っ

た
!
」で
終
わ
り
ま
す
。日
蓮
宗
信
仰
が
身
を
助

け
た
事
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。

「
甲
府
い
」の
紹
介
で
す

　

両
親
を
亡
く
し
、叔
父
の
も
と
で
育
っ
た
甲

府
の
善
吉
は
江
戸
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
思
い
そ

の
前
に
身
延
山
に
参
詣「
一
人
前
に
な
っ
て
育

て
の
親
に
恩
を
返
し
た
い
」と
い
う
願
掛
け
を

行
い
、願
い
が
叶
っ
た
ら「
願
ほ
ど
き
」を
行
う

と
誓
う
。し
か
し
江
戸
に
で
た
善
吉
は
掏
摸
に

全
財
産
を
と
ら
れ
窮
し
、空
腹
の
あ
ま
り
豆
腐

屋
の
店
先
で「
お
か
ら
」を
盗
み
食
い
し
た
と
こ

ろ
を
主
人
に
見
つ
か
る
。し
か
し
、そ
の
主
人
も

同
じ
日
蓮
宗
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
善
吉
に
同

情
、豆
腐
屋
で
の
奉
公
、善
吉
は
毎
日「
が
ん
も

ど
き
!
豆
腐
い
!
」と
い
う
か
け
声
を
か
け
な

が
ら
売
り
歩
き
ま
し
た
。働
き
ぶ
り
が
認
め
ら

れ
、主
人
の
娘
と
結
婚
。豆
腐
屋
を
継
ぐ
事
に

な
り
ま
す
。つ
ま
り
一
旗
揚
げ
る
の
に
成
功
し
た

の
で
す
。そ
の
お
礼
参
り
に
、身
延
旅
行
に
出
か

け
ま
す
。旅
支
度
姿
の
善
吉
を
見
た
近
所
の
人

が「
ど
こ
に
行
く
ん
だ
ね
」と
尋
ね
る
と
善
吉
は

大
声
で「
願
ほ
ど
き
!
甲
府
い
!
」と
答
え
る
。

（
注
：
願
ほ
ど
き

⇔

ガ
ン
モ
ド
キ
、豆
腐
い

⇔

甲
府
い
）。

　
つ
ま
り
、ど
ち
ら
の
落
語
も「
日
蓮
宗
を
信
仰

し
て
い
れ
ば
、良
い
事
が
起
き
る
」事
を
示
し
て

い
ま
す
。

「
能
：
鵜
飼
」の
紹
介
で
す

　
「
鵜
飼
」の
舞
台
は
石
和
で
す
。「
鵜
飼
」の
作

者
は
榎え

な
み
さ
え
も
ん
ご
ろ
う

並
左
衛
門
五
郎
、世ぜ

あ

み
阿
弥
が
改
作
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。室
町
時
代
の
寛
正
5
年

（
1
4
6
4
年
）に
行
わ
れ
た『
寛
正
五
年
糺

河
原
勧
進
能
図
』に「
鵜
飼
」の
上
演
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す（
下
図
）。二
日
目
、七
日
の
演
目

に
鵜
飼
の
字
が
見
え
ま
す
。最
古
の「
鵜
飼
」上

演
記
録
で
し
ょ
う
。

あ
ら
す
じ
を
示
し
ま
す

　

安
房
国
清
澄［
現
千
葉
県
鴨
川
市
近
辺
］の
僧

（
日
蓮
）が
、従
僧
を
連
れ
、石
和
を
訪
れ
ま
す
。

笛
吹
川
の
ほ
と
り
の
御
堂
で
一
夜
を
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。夜
、御
堂
に
鵜
使
い
の
老
人
が

現
れ
ま
す
。日
蓮
は
老
人
に
殺
生（
鵜
飼
）を
や

め
る
よ
う
に
諭
し
ま
す
が
、老
人
は「
そ
れ
は
出

来
無
い
」と
答
え
ま
す
。そ
の
問
答
を
聞
い
て
い

た
従
僧
は
、以
前
石
和
の
下
流
に
あ
る
岩
落（
い

山梨に縁がある「落語」や「能」から
江戸時代の仏教を考える

わ
お
ち
：
現
在
こ
の
地
名
は
あ
り
ま
せ
ん
）で
こ

の
鵜
使
い
に
会
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、そ
の
時

の
事
を
伝
え
る
と
老
人
は「
そ
の
鵜
使
い
は
石

和
で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
鵜
飼
を
行
っ
た
た
め

に
殺
さ
れ
た
。自
分
は
殺
さ
れ
た
そ
の
鵜
使
い

の
亡
霊
で
あ
る
」と
言
っ
て
消
え
て
い
き
ま
す
。

鵜
使
い
の
悲
惨
な
死
を
聞
い
た
日
蓮
は
、川
の

石
に
法
華
経
の
文
句
を
書
き
つ
け
て
、老
人
を

供
養
し
ま
し
た
。す
る
と
閻
魔
大
王
が
現
れ「
殺

生
を
重
ね
て
き
た
鵜
使
い
は
地
に
堕
ち
る
事
が

決
ま
っ
て
い
た
が
、こ
の
者
は
、生
前
、僧
侶
を
泊

め
て
接
待
し
た
功
徳
が
あ
る
。そ
の
功
徳
に
よ

り
、安
楽
な
世
界
へ
送
ら
れ
る
身
に
な
っ
た
」と

伝
え
た
の
で
す
。つ
ま
り「
日
蓮
宗
の
教
え
は
素

晴
ら
し
く
、ま
た
、日
蓮
宗
の
僧
を
大
事
に
す
る

と
良
い
事
が
あ
る
」と
い
う
の
が
主
題
の「
能
」で

す
。

　
こ
の「
鵜
飼
」を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
ま
で
描

か
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、「
鵜
飼
」は
普
通

に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

身
延
へ
の
道
中

　
江
戸
時
代
ど
う
や
っ
て
身
延
ま
で
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
。江
戸
時
代（
1
8
0
1
年
）に
出
版

さ
れ
た「
身
延
詣
」⒈
に
よ
る
と
身
延
山
久
遠
寺

に
お
参
り
す
る
に
は
江
戸
麹
町
→
八
王
子
→
大

月
→
勝
沼
→
石
和
→
甲
府
を
経
て
身
延
山
に

至
り
、帰
り
に
は
駿
河
の
国
を
通
る
と
あ
り
ま

す
。ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が
久
遠
寺
を
参
詣
し

た
の
で
し
ょ
う
か
?
こ
れ
は
山
梨
県
立
図
書
館

の
方
に
も
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
う
い
う
資
料
は
無
い
の
だ
そ

う
で
す
。当
時
の
身
延
山
の
姿
を
描
い
た
浮
世

絵
を
示
し
ま
す
。当
時
の
伽
藍
の
規
模
が
推
測

で
き
ま
す
。

江
戸
に
出
開
帳（
で
か
い
ち
ょ
う
）

　
身
延
に
行
け
な
い
人
の
為
に
日
蓮
宗
で
は
出

開
帳
を
江
戸
で
行
っ
て
い
ま
す
。身
延
か
ら
秘
仏

や
日
蓮
の
肖
像
な
ど
を
江
戸
に
持
っ
て
行
き
、

公
開
。多
く
の
参
詣
人
を
集
め
て
い
ま
す
。そ
の

様
子
を
示
す
浮
世
絵
を
示
し
ま
す
。

　
こ
の
浮
世
絵
は
文
久
3
年（
1
8
6
3
年
）に

行
わ
れ
た
身
延
山
久
遠
寺
の
出
開
帳
に
向
か
う

講
中（
信
者
の
集
ま
り
）が
新
大
橋
を
渡
る
様
子

を
描
い
た
も
の
で
す
。凄
い
人
数
で
す
。こ
の
絵

を
も
っ
て
し
て
も
、日
蓮
宗
信
仰
が
江
戸
に
広

ま
っ
て
い
た
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。文
献
⒉
に

よ
る
と
江
戸
時
代
後
期
、日
蓮
宗
の
人
気
は
凄

ま
じ
く
、庶
民
か
ら
大
奥
の
女
性
に
ま
で
信
仰

が
広
が
っ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。本
稿
で
紹
介
し

た
山
梨
県
に
縁
の
あ
る
落
語
、能
は「
日
蓮
宗
」

に
そ
の
元
が
あ
り
、そ
の
こ
と
か
ら
も
日
蓮
宗
が

民
衆
の
間
に
か
な
り
広
が
っ
て
い
た
事
が
わ
か

り
ま
す
。

（
終
）

　
参
考
資
料

　
　
⒈
　
円
亭
九
狐
作『
身
延
詣
』、享
和
頃
初
刊

　
　
⒉
　
望
月
真
澄 『
江
戸
の
法
華
信
仰
』

　
　
　
　
国
書
刊
行
会
、2
0
1
5
年

月岡芳年：
『日蓮上人石和河にて鵜飼の迷魂を済度したまふ図』（明治18年）

国立国会図書館デジタルコレクションより。右に日蓮上人、左に鵜使
い(亡霊)が描かれています。

歌川国利：『身延山図』（出典「山梨デジタルアーカイブ（山梨県立図書館）」）

二代広重：『身延山朝詣群集新大橋の景』（江戸東京博物館デジタルアーカイブスより）

『寛正五年糺河原勧進能図』
観世アーカイブ(観世文庫が所蔵)より許可を得ています。

当該部を拡大：
600年以上前から石和では
鵜飼が行われ,京都で演じら
れる「能」にまで取り上げら
れるほど,石和の鵜飼は有名
だった事がわかります。
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「
や
ま
な
し
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
5
」入
賞
作
品
が
決
定
!

　

山
梨
県
産
フ
ル
ー
ツ
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
、パ

テ
ィ
シ
エ
の
技
術
向
上
を
目
指
す「
や
ま
な
し
ス
イ
ー
ツ

コ
ン
テ
ス
ト
」。2
0
2
4
年
度
に
始
ま
り
、今
年
で
2

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
全
国
か
ら
44
作
品
が
集
ま
り
、一
次
審
査
で

は
応
募
作
品
の
写
真
・
レ
シ
ピ・
P
R
内
容
を
も
と
に
、

応
募
者
の
氏
名
や
勤
務
先
を
伏
せ
た
公
平
な
審
査
を
実

施
。そ
の
結
果
、「
生
菓
子
」「
焼
き
菓
子
」「
山
梨
県
産
ワ

イ
ン
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
」の
3
部
門
、計
15
作
品
が

最
終
審
査
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、山
梨
県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

で
行
わ
れ
た
最
終
審
査
に
は
、県
内
は
も
ち
ろ
ん
、東
京

や
静
岡
な
ど
全
国
か
ら
パ
テ
ィ
シ
エ
が
集
結
。厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
、技
と
感
性
が
競
い
合
い
、各
部
門
の
頂
点
が

決
ま
り
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し

トピックスやまなし

︱ 

山
梨
県
の
施
策
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
や
、選
り
す
ぐ
り
の
観
光
情
報
を
お
届
け
し
ま
す 

︱

　
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
や
ま
な
し
」は
、桃
や
ぶ
ど
う
だ
け
で
な
く
、冬

に
も
魅
力
的
な
果
物
が
豊
富
で
す
。そ
こ
で
山
梨
県
で
は
、冬
の

果
実
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
山
梨
県
産
の
冬
果
実（
柚
子
・
柿
）を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
」。県
内
の
ス
イ
ー
ツ
取
り
扱
い
店
舗
が
同
時
期
に
同
じ

テ
ー
マ
で
ス
イ
ー
ツ
を
展
開
し
、「
冬
の
果
実
×
ス
イ
ー
ツ
」の
魅
力

を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
I
n
s
t
a
g
r
a
m
投

稿
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
実
施
。対
象
商
品
の
画
像
を「
#
や

ま
な
し
冬
ス
イ
ー
ツ
」の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
と
も
に
投
稿
す
る
と
、抽

選
で
県
産
果
実
の
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　

山
梨
県
産
の
柚
子
や
柿
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
で
、冬
な
ら
で
は
の

味
わ
い
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

審査委員長：金子 博文 氏
（銀座ウエスト青山ガーデン
シェフパティシエ、
葡萄屋kofuグランシェフ ）

審査員：脇坂 紘行 氏
（L‘ATELIER 

HIRO WAKISAKA
パティシエ）

受賞作品は年明けから一部店舗で販売予定。
受賞したパティシエの情報やスイーツの販売予定などは、
コンテスト特設ホームページをご覧ください。
 https://y-terroir.pref.yamanashi.jp/sweet-project/contest

【キャンペーン概要（予定）】
開催期間：2026年1月29日（木）～2月22日（日）※商品がなくなり次第終了
実施場所：山梨県内の菓子店、カフェ、レストラン、宿泊施設など各店舗
参加方法：対象商品を購入し、Instagramに「#やまなし冬スイーツ」を付けて画像投稿
特　　典：抽選で10名様に県産果実のコンフィチュールギフトをプレゼント

詳細は公式サイトをご覧ください。
https://www.porta-y.jp/feature/sweets-campaign

審査員：並木 麻輝子 氏
（料理・菓子ジャーナリスト、

各国食文化研究家） や
ま
な
し
の
旬
を
ス
イ
ー
ツ
で
。

～
冬
を
彩
る
柚
子・柿

や
ま
な
し
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

作品名：「桃玉 ― 桃源一果」
氏名（勤務地）：清水 良祐（東京都）
使用食材：桃「夢かおり」（南アルプス市）

作品名：「無花果の華」
氏名（勤務地）：高見澤 美結（山梨県）
使用食材：2023ルバイヤート甲州甘口（甲州市）、いちじく（笛吹市）、
いちじくの葉（北杜市）、ゆず（富士川町）

作品名：「果実の王冠～山梨りんごと楓香の恵み～」
氏名（勤務地）：中山 麻未（東京都）
使用食材：りんご「ジョナゴールド」（北杜市）、ドライシャインマスカッ
ト（甲州市）、楓のシロップ（早川町）

作品名：
「秋麗～秋香るやまなしの宝石～」

氏名（勤務地）：早坂 海玖（静岡県）
使用食材：ネクタリン（山梨市）、
　とうもろこし（北杜市）

作品名：「ランプラセ」
氏名（勤務地）：長谷川 萌（山梨県）
使用食材：Nikkawa	Rouge	樽熟成	
2020（甲州市）、いちじく（笛吹市）

作品名：「La vigne」
氏名（勤務地）：北川 雄一（山梨県）
使用食材：巨峰、デラウェア（山梨市）

作品名：
「酒香桃菓」

氏名（勤務地）：輿石 真理子（山梨県）
使用食材：桃「幸茜」（南アルプス市）、酒
粕（北杜市）、ロゼワイン（甲府市）、ラベ	
ンダー（北杜市）、チーズ（富士河口湖町）

作品名：「ティグロフ ヴァンルージュ」
氏名（勤務地）：横田 大樹（長野県）
使用食材：ハラモアジロン（甲州市）、
ラフィーユ樽ベーリーA（甲州市）、ぶど
う「サンシャインレッド」（山梨市）、いち
じく（甲州市）、ワインパミス（都留市）

作品名：「山梨の恵み～桃～」
氏名（勤務地）：赤石 雄平（東京都）
使用食材：川中島白桃、ドライソルダ
ム、赤ワイン（甲州市）、中力粉「きぬ
のなみ」

生菓子スイーツ部

山梨県産ワインを使用したスイーツ部門焼き菓子スイーツ部門
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賞
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賞
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賞
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優
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優
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賞
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別
賞

審
査
員
特
別
賞
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山
梨
県
は
、豊
か
な
自
然
環
境

と
先
進
的
な
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て
充

実
し
た
産
学
官
連
携
を
背
景
に
、水

素
技
術
の
研
究
·
実
証
で
全
国
を

リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
や
水
力
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
と
水
か

ら
グ
リ
ー
ン
水
素
を
生
み
出
す「
や

ま
な
し
モ
デ
ル
P
2
G
シ
ス
テ

ム
」。

　

こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
国

内
最
大
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造

拠
点「
グ
リ
ー
ン
水
素
パ
ー
ク

‒
白
州
‒
」が
、2
0
2
5
年

10
月
、北
杜
市
に
誕
生
し
ま
し

た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水 

南
ア

ル
プ
ス
白
州
工
場
の
隣
接
地
に

設
置
さ
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

つ
く
ら
れ
た
水
素
は
、パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
工
場
へ
供
給
さ
れ
、天

然
水
製
造
の
熱
殺
菌
工
程
に
利

用
さ
れ
ま
す
。※

　

こ
れ
ま
で
輸
入
化
石
燃
料
に

頼
っ
て
い
た
熱
源
が
、山
梨
の
自

然
か
ら
生
ま
れ
る
水
素
に
置
き

換
わ
る
―
―
ま
さ
に
歴
史
的
な

転
換
点
で
す
。

　

山
梨
県
は
、持
続
可
能
な
社

会
を
自
ら
の
手
で
創
り
出
す「
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
」の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、地
球
と
共
存
す
る
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
に
も
広
が
る
水
素
の
力

　

水
素
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
水
素
利
用
モ
デ
ル
の
実
証

も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
共
同
で
進
め
る

U
C
C
上
島
珈
琲
が
取
り
組
む「
水

素
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
」も
注
目
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

U
C
C
富
士
工
場（
静
岡
県
）に

は
、水
素
を
熱
源
と
す
る
大
型
焙
煎

機
が
導
入
さ
れ
、C
O
2
を
排
出
し

な
い
焙
煎
が
実
現
し
ま
し
た
。※

　

こ
の
焙
煎
に
使
わ
れ
る
水
素
は
、

甲
府
市
の
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術

研
究
サ
イ
ト
で
製
造
さ
れ
た
グ
リ
ー

ン
水
素
。

　

水
素
な
ら
で
は
の
幅
広
い
温
度
調

整
が
可
能
で
、独
自
の
味
わ
い
が
生

ま
れ
る
と
い
い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
10
月
か
ら
、全
国
の

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン（
一
部
店
舗
を

除
く
）で
販
売
が
ス
タ
ー
ト
。環
境

に
や
さ
し
い
だ
け
で
な
く
、新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
一
杯
を
、ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
一
杯
を
手
に
し
た
と
き
、未

来
を
紡
ぐ
山
梨
の
挑
戦
に
思
い
を
は

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
口
減
少
問
題
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
、未
来
の
暮
ら
し
や
働
き

方
、地
域
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る

討
論
会「
日
本
創
生
に
向
け
た
人
口

戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

や
ま
な
し
」

を
2
0
2
5
年
11
月
23
日
、Y
C
C

県
民
文
化
ホ
ー
ル（
甲
府
市
）で
開

催
し
ま
し
た
。関
東
で
は
初
開
催
で

あ
り
、約
7
0
0
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
「
若
者
·
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地

方
に
な
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、関

東
10
都
県
の
知
事
等
や
政
府
関
係

者
、経
済
界
、若
者
世
代
、女
性
リ
ー

ダ
ー
な
ど
、各
分
野
の
有
識
者
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。若
者
の

未
来
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
や
、地

方
で
女
性
が
活
用
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、人
手
不

足
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
働
き
方
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た「
日
本
創
生
に
向
け
た
人
口

減
少
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
国

民
的
運
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
」

な
ど
と
し
た「
や
ま
な
し
宣
言
」を

発
表
。関
東
か
ら
日
本
の
未
来
を
変

え
る
決
意
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、こ
う
し
た
機
会
を
通
じ

て
人
口
減
少
問
題
へ
の
関
心
と
行
動

の
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

トピックスやまなし

山
梨
か
ら
始
ま
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」

関
東
初 

人
口
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

や
ま
な
し
宣
言
発
表

年
月 日
実証開始

南アルプスのふもと、雄大な自然に囲まれた

サントリー天然水南アルプス白州工場と
サントリー白州蒸溜所の

隣地で大規模 システムが稼働

地産地消による脱炭素化への挑戦、ここに始まる

グリーン水素パーク 白州

パイプライン
水素ボイラ（天然水工場）

蒸溜所

システム（山梨県有地）

“ 大型水素焙煎機 ”

“ 水素焙煎コーヒー ”
県産水素で焙煎

有識者によるシンポジウム

やまなし宣言を発表する長崎知事と関係者

 長崎知事とシンポジウム登壇者ら

ホールの外では、各シンポジウムと連動した
展示ブースを設置

富士河口湖町を拠点に世界大会で２年連続優勝したダンスチーム
「スーパースクワッド」がオープニングに登場

※国立研究開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構の助成事業



順不同新春のお慶びを  申し上げます

く
輝
が
然
自
と
し
ら
暮

ち
ま
の
流
交富

士
川
町

豊
か
な
ま
ち
の
誇
り
を

　
　
　
　次
の
半
世
紀
へ

青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち昭

和
町

豊
か
な
自
然

　輝
く
未
来
を
紡
ぐ

　
　
　水
の
ま
ち

　に
し
か
つ
ら

西
桂
町

命
、暮
ら
し
、雇
用
を
守
り

　
　
　
　一人
一人
が
輝
く
村

忍
野
村

標
高
1
、0
0
0
m
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地

　
　自
然・歴
史・文
化
を
守
り

　
　
　
　
　
　
　

 

持
続
可
能
な
未
来
へ

山
中
湖
村

緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷

　
　
　
　
　
　道
志
七
里

道
志
村

自
然
の
恵
み
・
人
の
ふ
れ
あ
い

　南
ア
ル
プ
ス
邑

か

　み

早
川
町

「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、

　
　育
っ
て
よ
か
っ
た
、

　
　
　住
ん
で
よ
か
っ
た
身
延
町
」

〝
旧
千
円
札
の
富
士
〞は

　
身
延
町
本
栖
湖
か
ら
の
眺
望
！

町
延
身

「
富
士
山
を

　

 

未
来
に
ひ
き
つ
ぐ 
富
士
吉
田
」

富
士
吉
田
市

山
梨
県
市
長
会

甲
府
市
蓬
沢
一―

一
五―

三
五

山
梨
県
自
治
会
館
内

山
梨
県
東
京
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二―

六―

三

都
道
府
県
会
館
一
三
階

山
梨
県
町
村
会

ふ
る
さ
と
か
ら

　
　
　
元
気
を
届
け
ま
す
!!

甲
府
市
蓬
沢
一―

一
五―

三
五

山
梨
県
自
治
会
館
内

緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市

甲 
斐 
市

富
士
の
眺
め
が

　日
本
一
美
し
い
街

　大
月
市

大
月
市

笛
吹
市
の
温
泉
は
、

　
　
　や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

〜
　ま
た
、入
り
た
く
な
る
　〜

実
り
豊
か
な

　
　

  

生
活
文
化
都
市

中
央
市

長
社
役
締
取

社
会
式
株
行
急
士
富

〒403
―
0017

五
原
西
新
市
田
吉
士
富

―
二

一
―

堀
内
光
一
郎

日
山

S
B
Y代

表

二
口
北
市
府
甲

―
六
―
一
〇

野
口
英
一

山
梨
日
日
新
聞
社

山
梨
放
送

　
　
　
　

  

東
京
支
社

山
日
Y
B
S
グ
ル
ー
プ

中
央
区
銀
座
八―

三―

七

理
　
事
　
長

南

　邦
男

山
梨
県
民
信
用
組
合

山
梨
県
甲
府
市
中
央
四―

八―

二

ウ
エ
ス
ギ
ビ
ル
二
階

電
話
〇
五
五（
二
二
八
）五
一
五
一

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

根
津
嘉
澄

東
武
鉄
道
株
式
会
社

〒131
ー
8522
束
京
都
墨
田
区
押
上
二―

一
八―

一
二

根
津
公
一

社
会
式
株
業
興
際
国

〒104
―
8460

二
洲
重
八
区
央
中

―
〇
一

―
三

小
佐
野
隆
正

電
話
〇
三（
三
二
七
三
）一
一
一
八

役
締
取
表
代会

長

小
さ
く
て
も
輝
く

　富
士
の
裾
野
に
広
が
る

　
　
　
　
　
　大
自
然
の
邑

鳴
沢
村

ひ
と
を
優
し
く
つ
な
ぐ

　世
界
に
誇
る

　ふ
じ
の
ま
ち

富
士
河
口
湖
町

取
締
役
相
談
役

堀
内
丸
恵

株
式
会
社
　
集
英
社

水
と
緑
が
溢
れ
る

　
　ふ
れ
あ
い
豊
か
な
町

南
部
町

「
縁
め
ぐ
る
里 

丹
波
山
村
」

え
に
し

多
摩
川
源
流
の
里

丹
波
山
村

「
み
ん
な
で
つ
く
る
源
流
の
輪 

こ
す
げ
」

人
口
7
0
0
人

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
村

小
菅
村

甲
府
市

人
が
集
い
　和
む

　
　
　
　樹
園
共
生
都
市市

梨
山

ひ
と
集
い  

学
び
あ
ふ
れ
る

　

   

生
涯
き
ら
め
き
の
ま
ち  

つ
る

夢
広
が
る
都
留
市
へ都

留
市

移
住・定
住

　
　企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
式
株

行
銀
央
中
梨
山

〒400
―
8601

一
内
の
丸
市
府
甲

―

〇
二

―
八

会

長

関

　光
良

古
屋
賀
章

頭

取

人
・ま
ち・
自
然
が
共
生
す
る

　
　
　
　未
来
創
造
都
市 

甲
府 こうふＰＲ大使

武田ハルくん

〜
集
い
・
楽
し
み
・
豊
か
に
暮
ら
す

　
　自
然
が
息
づ
く
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

米
山
好
映

〒100
ー
0011
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二―

二―

二

取
締
役
会
長

3031



順不同新春のお慶びを  申し上げます
代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

早
野
正
泰

〒193
ー
0835
東
京
都
八
王
子
市
千
人
町
二―

五―

二
四

電
　
話
〇
四
二（
六
六
七
）八
八
〇
〇

F
A
X
〇
四
二（
六
六
七
）九
四
九
七

（
東
京
支
店
）

所
務
事
士
理
税
子
勝
込
中

山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行

女
性
の
会
顧
問

士
理
税

子
勝
込
中〒195

ー
0062

都
京
東

七
六
町
蔵
大
市
田
町

―
三

電
　
話
〇
四
二（
七
三
四
）六
二
六
一

F
A
X
〇
四
二（
七
三
四
）九
八
七
九

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

早
河

　洋

株
式
会
社
テ
レ
ビ
朝
日
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

〒106
ー
8001
東
京
都
港
区
六
本
木
六―

九―

一

電
　
話
〇
三（
六
四
〇
六
）一
〇
〇
六

F
A
X
〇
三（
三
四
〇
五
）三
七
七
五

常
勤
監
査
役

ー信用と創造ー

中
村
芳
文

住
友
不
動
産
株
式
会
社

〒163
ー
0822
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二―

四―

一（
新
宿
N
S
ビ
ル
）

電
　
話
〇
三（
三
三
四
六
）九
五
〇
〇

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

F
A
X
〇
三（
四
三
六
〇
）三
五
五
六

E
-m
ail : nakam

ura.yoshifum
i@
sum

itom
o-rd.co.jp

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

宮
澤
公
廣

山
梨
県
人
会
連
合
会
副
会
長

山
梨
県
立
北
杜
高
等
学
校
東
京
同
窓
会 

会
長

東
甲
倶
楽
部 

会
長
　
中
央
大
学
白
門
三
八
会
会
長

エ
コ
ア
株
式
会
社

〒190
ー
0021
東
京
都
立
川
市
羽
衣
町
一―

五―

二

電
話
〇
四
二（
五
二
四
）三
二
三
二

会
　
　
　
長

前
島
末
男

山
伸
グ
ル
ー
プ
山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
甲
府
支
社

株
式
会
社
山
伸
ト
レ
ー
ド

山
伸
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
株
式
会
社

川
越
山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

　
本
　
社
　
埼
玉
県
川
口
市
安
行
領
根
岸
九
二
五―

一

〒333
ー
0834 

電
　
話
〇
四
八（
二
八
六
）三
一
一
一

F
A
X
〇
四
八（
二
八
六
）四
八
八
七

専
務
取
締
役

飯
島
登
美
夫

株
式
会
社 

内
藤
ハ
ウ
ス

東
京
支
店
　
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
三
番
地

麹
町
ス
ク
エ
ア
六
階

電
話
0
3（
3
2
6
3
）1
7
9
5

新
菱
冷
熱
工
業
株
式
会
社

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一ー
六
ー一

コ
モ
レ
四
谷
・四
谷
タ
ワ
ー
五
階

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

加
賀
美 

猛

首
都
圏
富
士
川
会

名 

誉 

会 

長

志
村
昌
也

自
然
の
恵
み
　
人
の
ふ
れ
あ
い

南
ア
ル
プ
ス
邑
　
は
や
か
わ

早
川
ふ
る
さ
と
応
援
団
　
在
京
早
川
会

在
京
早
川
会
事
務
局（
早
川
町
役
場
内
）

望
月
弘
幸

会
　
長

子
啓
岡
中

〒123
ー
0843

都
京
東

二
町
栄
井
新
西
区
立
足

―

五
一

―

八
一

三
〇
話
電

（

九
四
八
三

）

九
一
一
七

山
梨
県
人
会
連
合
会
副
会
長

山
梨
県
人
会
連
合
会
女
性
の
会
名
誉
会
長

関
東
舞
踊
協
会
会
長
　
山
梨
県
人
会
連
合
会
副
会
長

練
馬
区
山
梨
県
人
会
会
長
　
ク
ラ
ウ
ン
専
属
講
師

録
鵬
舞
寛

子
寛
井
坂〒177

ー
0033
東
京
都
練
馬
区
高
野
台
二―

二
七―

一
二

電
　
話
〇
三（
五
三
九
三
）四
一
三
三

F
A
X
〇
三（
五
三
九
三
）四
二
四
〇

寛
舞
流
宗
家

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

二
九
〇
五）
三
五
二
三
（三
〇
話
電

川
手
正
一
郎

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
ー
デ
リ
カ

金
成
葉
子

地
方
創
生
山
梨
Ｄ
Ｘ
フ
ォ
ー
ラ
ム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・キ
ャ
ン
プ
ミ
ニ
　
　
　
　
　
例
年
開
催

U
16
山
梨
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

株
式
会
社
シ
ー
・
シ
ー
・
ダ
ブ
ル

代
表
取
締
役
社
長

特
定
非
営
利
活
動
法
人

山
梨
I
C
T
&
コ
ン
タ
ク
ト
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長代

表
取
締
役

社
　
　
　
長

大
石
竜
二

千
代
田
セ
レ
モ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社 

ア
ピ
オ
セ
レ
モ
ニ
ー

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
三
六
〇
〇

電
　
話
〇
五
五（
二
三
三
）六
一
一
一

F
A
X
〇
五
五（
二
三
七
）〇
二
三
一

宮
脇
車
輌
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　 

（
鉄
道
車
両
修
繕
工
事
・
ト
ラ
ム
定
期
検
査
）

東
京
都
足
立
区
綾
瀬
六―

二
六―

一
五

電
　
話
〇
三（
三
六
二
九
）三
二
六
六

F
A
X
〇
三（
五
六
八
二
）五
七
七
五

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

宮
脇
法
彦

ワ
ッ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

株
式
会
社
韮
崎
電
子
　
取
締
役

山
梨
県
人
会
連
合
会
　
副
会
長

首
都
圏
韮
崎
会
　
会
長

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
七
ー
十
八
ー
二

電
　
話
〇
三（
三
七
七
九
）一
〇
〇
一

清
水
美
知
雄

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

山
下
昌
彦

株
式
会
社
U
G
都
市
建
築

〒160
ー
0004
東
京
都
新
宿
区
四
谷
三―

一
二
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
四
谷
五
階

電
　
話
〇
三（
五
三
六
九
）三
一
二
〇

F
A
X
〇
三（
五
三
六
九
）三
六
〇
〇

取
締
役
副
社
長

山
田
賢
治

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

〒135
ー
8631
東
京
都
港
区
台
場
二―

三―

三

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

澤
登

　拓

株
式
会
社
フ
レ
ア
ス

〒141
ー
0031
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
二―

二
七―

三

A
―
P
L
A
C
E
五
反
田
三
階

代
表
取
締
役
社
長

兼

　C
E
O

佐
藤
康
行

株
式
会
社
メ
ド
コ
ム

〒135
ー
0061
東
京
都
江
東
区
豊
洲
三―

二―

二
四 

豊
州
フ
ォ
レ
シ
ア
九
階

電
　
話
〇
三（
六
二
六
八
）九
〇
七
一

F
A
X
〇
三（
六
二
六
八
）九
四
六
四

取
締
役
会
議
長

望
月

　渡

株
式
会
社
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
六―

一
七

代
表
取
締
役
社
長

長
澤
重
俊

〒409
ー
3843
山
梨
県
中
央
市
西
花
輪
四
六
二
九

電
　
話
〇
五
五（
二
七
四
）八
九
八
九

F
A
X
〇
五
五（
二
七
四
）五
四
六
七

株
式
会
社 

は
く
ば
く

甲
府
市
東
光
寺
一―

七―

八

代
表
取
締
役

小
林
育
也

山
梨
県
人
会
連
合
会

事
務
局 

〒101
ー
0044
東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
ー
六
ー
一
〇

（
山
梨
中
央
銀
行
東
京
支
店
三
階
）

弦
間

　明

名
誉
顧
問

片
倉
工
業
株
式
会
社

〒104
ー
8312
東
京
都
中
央
区
明
石
町
六―

四

電
　
話
〇
三（
六
八
三
二
）一
八
七
三

佐
野
公
哉

相
　
談
　
役

〒108
ー
0014
港
区
芝
五―

二
七―

一
三
田
S
S
ビ
ル
五
階

正
忠
村
中

山
梨
県
人
会
連
合
会
　
　
会
長
代
行

港
区
山
梨
県
人
会
　
　
　
名
誉
会
長

首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
　
名
誉
会
長

株
式
会
社
ホ
テ
ル
東
京
　
社
長

電
　
話
〇
三（
五
四
四
五
）一
二
一
二

F
A
X
〇
三（
三
四
五
七
）一
三
一
三

理
　
事
　
長

弦
間
久
𠮷

農
事
組
合
法
人

シ
レ
ト
コ
イ
オ
ン
生
産
組
合

「
農
業
技
術
は
生
命
を
創
造
す
る
偉
大
な
芸
術
で
あ
る
」

〒099
ー
4125
北
海
道
斜
里
郡
斜
里
町
字
朱
円
西
一
〇

電
　
話
〇
一
五
二（
二
三
）〇
〇
六
二

F
A
X
〇
一
五
二（
二
三
）五
七
五
四

梨
山
ビ
レ
テ
社
会
式
株

役
締
取
表
代社

長

〒400
―
8570

二
田
湯
市
府
甲

―

三
一

―
一

原
田
由
起
彦

株
式
会
社
や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

会
　
　
長

清
水
喜
彦

Y
H
C

は
、山
梨
県
企
業
局
、東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）、

東
レ（
株
）のP

2G

事
業
の
合
併
会
社
で
す
。

〒144
ー

0052
東
京
都
大
田
区
蒲
田
五
ー
四
六
ー
一
一
ー
四
階

山
梨
県
人
会
連
合
会 

副
会
長

中
央
区
山
梨
県
人
会 

会
長

株
式
会
社 

サ
ン
・
フ
ェ
ル

〒104
ー
0061
東
京
都
中
央
区
銀
座
八―

八―

八（
銀
座
中
央
通
り
）

電
　
話
〇
三（
三
五
七
四
）八
〇
〇
〇

E
-m
ail

：fukasaw
a@
sanfel.com

深
澤
朝
房

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

〒144
ー
0052
東
京
都
大
田
区
蒲
田
五―

四
六―

一
一―

四
階

電
　
話
〇
三（
六
四
二
四
）五
六
三
八

F
A
X
〇
三（
六
四
二
四
）五
六
一
八

内
田

　孝

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
会
長

株
式
会
社
ユ
ー・プ
レ
ス
テ
ー
ジ・イ
ン・
東
京
取
締
役
会
長

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
副
会
長

西
武
文
理
大
学
特
命
教
授

〒113
ー
8602
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
一―

一―

五

電
　
話
〇
三（
三
八
二
二
）二
一
三
一

F
A
X
〇
三（
三
八
二
二
）八
五
七
五

E
-m
ail : agem

m
a@
nm
s.ac.jp

弦
間
昭
彦

日
本
医
科
大
学
学
長

丸
浜
舗
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役

尾
形

　優

株
式
会
社
リ
バ
イ
ブ
ル

〒101
ー
0047
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一―
一
四―

八

K
A
N
D
A 

S
Q
U
A
R
E 

G
A
T
E 
七
階

電
　
話
〇
三（
六
二
〇
六
）九
三
一
八

株
式
会
社
O
A
G
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ｌ
プ

代
表
取
締
役
会
長

太
田
孝
昭

東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
六―

二

ホ
ー
マ
ッ
ト
ホ
ラ
イ
ゾ
ン

電
　
話
〇
三（
三
二
三
七
）七
五
〇
〇

富
士
河
口
湖
町
船
津
三
六
三
三
ー
一

電
　
話
〇
五
五
五（
七
二
）一
一
八
八
㈹

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

志
村
和
也

国
連
U
N
H
C
R
協
会

〒107
ー
0062
東
京
都
港
区
南
青
山
六―

一
〇―

一
一

ウ
ェ
ス
レ
ー
セ
ン
タ
ー
三
階

理
　
　
　
事

清
水
喜
彦

社
会
式
株

泉
小

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

長
坂

　剛

〒167
ー
0051
東
京
都
杉
並
区
荻
窪
四―

三
〇―

一
六

藤
澤
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
階

電
　
話
〇
三（
三
三
九
三
）二
五
一
一
㈹

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

石
坂
幸
太
郎

ジ
ッ
ト
株
式
会
社

〒110
ー
0016
東
京
都
台
東
区
台
東
四―

一
六―

八

偕
楽
ビ
ル
六
階
・七
階

電
　
話
〇
三（
五
八
一
二
）四
五
八
四

3233



順不同

新春のお慶びを申し上げます

会
　
長

飯
窪
光
隆

山
梨
県
人
会
十
士
会

株
式
会
社
ア
セ
ッ
ツ
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ィ
ー
内

〒160
ー
0016 

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
一
二―

一 

信
濃
町
S
A
N
M
O
ビ
ル
八
階

電
　
話
〇
三（
五
三
六
六
）〇
四
二
一

F
A
X
〇
三（
五
三
六
六
）〇
四
二
三

甲
府
大
好
き
首
都
圏
甲
府
会

会
　
　
長

島
田
敏
男

神
奈
川
・
横
浜
山
梨
県
人
会

会
　
長

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
年
）創
立

秋
山
雅
彦

役
員
一
同

新
規
会
員
募
集
中

甲
斐
市
山
梨
県
人
会

山
梨
県
甲
斐
市
篠
原
二
六
一
〇

電
話
〇
五
五（
二
六
七
）七
二
二
三

甲斐市内から望む富士山

甲
府
大
好
き
首
都
圏
甲
府
会

会
長
代
行

顧
　
　
問

朱
宮
明
美

飯
田
冨
美
子

ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
メ
モ
リ
ー
内

〒165
ー
0026
東
京
都
中
野
区
新
井
一―

一
一―

八

会
　
長

佐
野
公
哉

役
員
一
同

首
都
圏
山
梨
市
県
人
会

会
　
長

高
杉
暢
也

役
員
一
同

首
都
圏
大
月
市
会

日
本
詩
人
連
盟 

会
長
（
初
代
会
長 

西
条
八
十
先
生
）

日
本
詩
人
大
賞
大
会
会
長

富
士
山
国
際
音
楽
祭
大
会
会
長

日
本
作
曲
家
協
会
理
事
研
修
委
員
長

望
月
吾
郎

望
月
吾
郎
甲
府
事
務
所
　
電
話
・
F
A
X
〇
五
五（
二
二
七
）五
六
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　E

-m
ail:goro.m

.5
6
5
6
@
outlook.jp

望
月
吾
郎
東
京
事
務
所
　
電
話
・
F
A
X
〇
四
二（
六
四
二
）二
七
〇
〇

作
詩
・
作
曲
家

声
楽
家
・
歌
手

〒108
ー
0014
港
区
芝
五―

二
七―

一
三
田
S
S
ビ
ル
五
階

山
梨
県
人
会
連
合
会
　
理
事

港
区
山
梨
県
人
会
　
常
任
理
事

首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
　
理
事

株
式
会
社
ホ
テ
ル
東
京
　
常
務
取
締
役

電
　
話
〇
三（
五
四
四
五
）一
二
一
二

F
A
X
〇
三（
三
四
五
七
）一
三
一
三

中
村
直
樹

〒379
ー
2206
群
馬
県
伊
勢
崎
市
香
林
町
二―

八
六
三―

一

山
梨
県
人
会
連
合
会
常
任
理
事

日
本
詩
人
連
盟
理
事
・
会
計
監
査

足
立
区
山
梨
県
人
会

電
話
・
F
A
X
〇
二
七
〇（
六
三
）八
五
一
五

代
表
取
締
役

雨
宮
貴
廣

株
式
会
社
富
士
宮
運
輸

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
宿
河
原
五―

二
九―

一
二

山
梨
県
人
会
連
合
会 

理
事

甲
斐
市
山
梨
県
人
会 

副
会
長

山
梨
県
人
会
連
合
会 

事
業
委
員
・
広
報
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

株
式
会
社
た
け
ま
る 

代
表
取
締
役

電
　
話
〇
五
五
一（
二
八
）四
六
五
五

F
A
X
〇
五
五
一（
二
八
）四
五
九
〇

https://takem
aru.net

本
　
　
社 

〒400
ー
0105 

山
梨
県
甲
斐
市
下
今
井
三
五
三
九

東
京
支
社 

〒167
ー
0022 

東
京
都
杉
並
区
荻
窪
三―

四
七―

二
〇

長
谷
部 

条

山
梨
県
人
会
連
合
会
女
性
の
会

会
　
長

朱
宮
明
美

東
京
都
中
野
区
新
井
一―

一
一―

八 

三
階

ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
メ
モ
リ
ー
内

電
話
〇
三（
三
三
八
八
）八
二
六
六

会員募集中

同
窓
会
長

長
谷
部
理

東
京
支
部
長

植
田
亜
季
子

未
来
へ
つ
な
ぐ
帝
三
魂
！帝

京
第
三
高
校
同
窓
会
事
務
局

山
梨
県
北
杜
市
小
淵
沢
町
二
一
四
八

連
絡
先  

〇
五
五
一（
三
六
）二
四
一
一

櫻
井
静
江

会
　
　
長

　
会
の
り
か
ゆ
町
郷
三
川
市

」
う
ど
ん
り
「

　
山
梨
県
人
会
連
合
会
機
関
誌「
富
士
の

国
」を
ご
購
読
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
も
県
人
の
活
躍
や
ふ
る
さ
と
山
梨
の

有
益
で
楽
し
い
情
報
を
広
報
委
員
、関
係
者

一同
全
力
で
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
。

　
ど
う
か
引
き
続
き
、ご
支
援
、ご
愛
読
の
程

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
下 

昌
彦

島
田 

敏
男

望
月 

吉
彦

堀
内 

寛
雄

杉
田 

宗
一
郎

長
谷
部 

条

小
林 

江
美
子

大
塚 

華
子

新
津 

修

山
梨
県
人
会
連
合
会 

広
報
委
員
会

委

員

長

副

委

員

長

委

員

委

員

委

員

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

事

務

局

長

会
　
　
長

志
村
政
彦

品
川
山
梨
県
人
会 

会
　
長

首
都
圏
都
留
市
会 

副
会
長

株
式
会
社
志
村
精
機
製
作
所

東
京
本
社 

〒143
ー
0022
東
京
都
大
田
区
東
馬
込
一―

四
九―

六

電
　
話
〇
三（
三
七
七
一
）六
七
九
四

F
A
X
〇
三（
三
七
七
八
）〇
〇
五
七

会
　
長

今
村 

裕

市
川
三
郷
町
総
務
課
内

電
　
話
〇
五
五（
二
七
二
）一
一
〇
二
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気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、30
年
先
を
見
据
え
た
J
リ
ー
グ
の
成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る『
シ
ー
ズ
ン
移
行
』初
年
度
。次
な
る
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
す
Ｊ
リ
ー
グ
の
理
念
と
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
進
む
べ
き
道
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
進
む
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府 

広
報
担
当
の

小
野
博
信
で
す
。山
梨
県
人
会
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。昨
シ
ー
ズ
ン
も
多
大
な
る
サ
ポ
ー

ト
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、年
が
明
け
2
0
2
6
シ
ー
ズ
ン

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。チ
ー
ム
は
正
月
明

け
早
々
の
1
月
4
日
に
全
体
練
習
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、2
0
2
6
年
8
月

か
ら
J
リ
ー
グ
は『
秋
春
制
』へ
移
行
す

る
た
め
、2
月
か
ら
は
シ
ー
ズ
ン
移
行
期

と
し
て
2
0
2
6
年
前
半（
2
月
～
6

月
）に『
明
治
安
田
J
リ
ー
グ
百
年
構
想

リ
ー
グ
』が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、8
月
上
旬

よ
り
通
常
の
年
間
で
争
う

シ
ー
ズ
ン
と
な
る
こ
と
か

ら
、今
ま
で
に
な
い
シ
ー

ズ
ン
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
特
別
シ
ー
ズ
ン
と
新

シ
ー
ズ
ン
を
戦
う
中
で
、

今
一
度
、ク
ラ
ブ
全
体
で
各

所
の
見
直
し
を
図
り
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

ら
し
く
愛
情
と
温
も
り
を
大
切
に
し
て

い
け
る
組
織
で
あ
り
続
け
、そ
の
先
に
勝

利
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
改
め
て
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

は
山
梨
を
中
心
と
し
た
、

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
今
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
タ
ジ
ア
ム
で
生
み
出

す
活
力
を
提
供
す
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、ク
ラ
ブ

の
原
点
で
あ
る
、地
域
に

心
か
ら
必
要
と
さ
れ
、サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
本
質
で
あ
る
、お
互
い
に
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
関
係
性
を
再
構
築
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
た
な
指
揮
官
、既
存
の
選
手
と
新

加
入
選
手
が
融
合
し
、ま
ず
は
特
別

シ
ー
ズ
ン
で
チ
ー
ム
の
土
台
を
作
り
、自

信
を
も
っ
て
新
シ
ー
ズ
ン
に
向
か
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
全
国
で
ご
活
躍
し
て
い
る
皆
様
、

2
0
2
6
年
も
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
へ

の
ご
支
援
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
創
設
60
周
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
、

ま
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
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２
０
２
５
年 （
令
和
７
年
）10
月
26
日 （
日
）

民
俗
芸
能
51
％「
休
止・危
機
」　
コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち

　

山
梨
県
文
化
財
保
護
審
議
会
が
県
内
の

保
存
団
体
を
対
象
に
行
っ
た
獅
子
舞
や
神

楽
な
ど
民
俗
芸
能
に
関
す
る
実
態
調
査
で
、

３
７
９
団
体
の
う
ち
51
％
に
当
た
る
１
９
３

団
体
が
活
動
を「
休
止
」「（
存
続
の
）危
機
」と

回
答
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。担
い
手
不
足
の

中
、半
数
近
い
１
７
７
団
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
と
し
、45
団
体
が
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
活
動
を
休
止
し
た
ま
ま
の
状
態

が
続
く
。審
議
会
は「
コ
ロ
ナ
禍
後
の
民
俗
芸

能
を
巡
る
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
」と
し
て
担

い
手
確
保
の
支
援
策
や
発
表
の
場
の
創
出
を

提
言
し
て
い
る
。

　

調
査
は
昨
年
９
～
12
月
、県
内
に
伝
わ
る

獅
子
舞
や
神
楽
、念
仏
、太
鼓
、民
謡
、浦
安
の

舞
な
ど
を
対
象
に
行
っ
た
。県
民
俗
芸
能
緊
急

調
査（
２
０
１
２
年
）の
対
象
だ
っ
た
３
８
６

件
に
19
件
を
加
え
た
４
０
５
件
の
う
ち
、既

に「
廃
絶
」し
た
と
み
ら
れ
る
26
件
を
除
い
た

３
７
９
件
を
総
数
と
し
た
。市
町
村
を
通
じ

て
保
存
団
体
代
表
者
に
調
査
票
を
配
布
し

た
。回
収
率
は
１
０
０
％
。

　

回
答
を
得
た
民
俗
芸
能
の
現
状
は「
実
施
」

が
１
８
６
件（
49
％
）、「
休
止
」が
１
２
０
件

（
32
％
）、「
危
機
」は
73
件（
19
％
）だ
っ
た
。

休
止
と
危
機
の
合
計
は
１
９
３
件
に
上
っ
た
。

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
は
、岡
の
式
三

番
叟（
笛
吹
）と
山
田
の
神
楽
獅
子（
市
川
三

郷
）が
休
止
、一
之
瀬
高
橋
の
春
駒（
甲
州
）と

田
野
の
十
二
神
楽（
同
）が
危
機
に
分
類
さ
れ

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
変
化
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

１
７
７
件
が「
変
化
し
た
」「
コ
ロ
ナ
以
降
に
休

止
し
た
ま
ま
」「
変
化
し
た
が
戻
っ
た
」と
答
え

た
。こ
の
う
ち
、45
件
は「
コ
ロ
ナ
以
降
に
休
止

し
た
ま
ま
」だ
っ
た
。変
化
し
た
内
容
は
演
目

数
や
上
演
場
所
の
変
更
、組
織
の
見
直
し
な

ど
。復
活
し
た
場
合
で
も
規
模
の
縮
小
や
簡

略
化
、練
習
機
会
の
減
少
な
ど
が
あ
り
、審
議

会
は「
継
承
が
困
難
に
な
る
問
題
が
起
き
て
い

る
」と
分
析
し
た
。

　

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
は
、継

承
の
課
題
と
し
て
高
齢
化
に
よ
る
指
導
者
や

後
継
者
不
足
、子
ど
も
の
民
俗
芸
能
離
れ
、財

源
不
足
に
よ
る
道
具
の
維
持
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
継
承
意
欲
の
低
下
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

課
題
を
踏
ま
え
、審
議
会
は
県
や
市
町
村

へ
の
提
言
も
ま
と
め
た
。担
い
手
確
保
で
は
、

市
町
村
広
報
誌
で
の
積
極
的
な
発
信
や
学
校

教
育
と
の
連
携
が
有
効
と
指
摘
。技
能
継
承

の
た
め
に
保
存
団
体
が
残
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

媒
体
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
や
、用

具
の
補
修
や
新
調
な
ど
資
金
面
で
の
支
援
が

必
要
と
し
た
。

　

審
議
会
無
形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
部
会

の
中
込
睦
子
部
会
長
は「
県
内
で
は
多
く
の

民
俗
芸
能
が
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、危

機
的
状
況
に
あ
っ
た
り
す
る
厳
し
い
状
況
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」と
説
明
。「
県
民
共
通
の
宝

で
あ
る
無
形
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、県
や
市
町
村
は
保
存
団
体
の
要
望
に
き

め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」と

し
た
。

２
０
２
５
年 （
令
和
７
年
）11
月
５
日 （
水
）

中
央
線
の
早
朝
特
急
が
好
調

26
年
２
月
ま
で
再
延
長

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、３
月
に
中
央
線
上
り
で

導
入
し
た
平
日
の
早
朝
に
運
行
す
る
臨
時
特

急
を
来
年
２
月
ま
で
継
続
す
る
。利
用
者
か

ら
好
評
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
受
け
た
対
応
。

　

同
社
に
よ
る
と
、平
日
早
朝
に
甲
府
駅
を

出
発
す
る
中
央
線
上
り
臨
時
特
急「
か
い
じ

70
号
」は
３
月
17
日
に
運
行
を
開
始
し
た
。当

初
は
６
月
末
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
、運
行
期

間
を
11
月
末
ま
で
延
長
。秋
の
利
用
状
況
が

好
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、２
月
末
ま
で
継
続
す

る
。

　

新
た
な
運
転
日
は
12
月
１
日
か
ら
２
月
27

日
ま
で
の
平
日
。年
末
年
始
の
12
月
30
日
～

１
月
２
日
は
運
行
し
な
い
。こ
れ
ま
で
と
同

様
、甲
府
駅
を
午
前
５
時
40
分
に
発
車
し
、県

内
は
石
和
温
泉
、山
梨
市
、塩
山
、大
月
の
各

駅
に
停
車
す
る
。午
前
７
時
45
分
に
東
京
駅

に
到
着
す
る
。

　

平
日
早
朝
の
臨
時
特
急
は
、東
京
都
内
へ
の

通
勤
・
通
学
の
利
便
性
向
上
が
目
的
。都
内
の

企
業
や
大
学
な
ど
の
始
業
時
間
前
に
到
着
で

き
る
時
間
帯
に
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
て
い
た
。同

社
は「
３
月
以
降
も
運
行
を
継
続
で
き
る
よ

う
、行
政
や
地
域
住
民
と
協
力
し
て
利
用
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」と
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年 （
令
和
７
年
）11
月
８
日 （
土
）

「
現
代
の
名
工
」に

ブ
レ
ン
ダ
ー
輿
石
太
さ
ん

（
甲
斐
出
身
）

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
主
席
ブ
レ
ン
ダ
ー
で
甲
斐

市
出
身
の
輿
石
太
さ
ん（
62
）が
、本
年
度
の

「
現
代
の
名
工
」に
選
ば
れ
た
。約
１
６
０
万

個
の
た
る
で
熟
成
さ
れ
た
原
酒
を
多
彩
に
組

み
合
わ
せ
、26
年
に
わ
た
り
看
板
商
品
の「
白

州
」「
山
崎
」と
い
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
に
携

わ
っ
て
き
た
。幼
い
頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
山

梨
名
物
の
一
升
瓶
ワ
イ
ン
や
同
社
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
酒
造
り
に
携
わ
る
原
点
に
な
っ
た
と
い

い
、「
海
外
で
も
人
気
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス

キ
ー
の
味
を
守
る
た
め
、泥
く
さ
く
仕
事
を
し

て
い
く
」と
語
る
。

　

韮
崎
高
を
卒
業
後
、１
９
８
２
年
に
サ
ン

ト
リ
ー
に
入
社
し
た
。法
事
で
一
升
瓶
ワ
イ
ン

が
用
意
さ
れ
る
な
ど「
お
酒
の
文
化
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
」と
言
う
。北
杜
市
の「
白
州
蒸
溜

所
」に
配
属
さ
れ
、貯
蔵
庫
の
原
酒
管
理
や
原

酒
の
原
価
計
算
を
す
る
経
理
を
担
当
。99
年
に

「
山
崎
蒸
溜
所
」（
大
阪
府
島
本
町
）に
異
動

し
て
ブ
レ
ン
ダ
ー
の
道
に
進
ん
だ
。

　

世
界
的
に
珍
し
い「
森
の
蒸
溜
所
」と
言
わ

れ
る
白
州
蒸
溜
所
で
の
勤
務
を
経
験
し
た
こ

と
で
、「
水
や
貯
蔵
す
る
環
境
で
、原
酒
の
タ
イ

プ
が
異
な
る
」と
肌
で
感
じ
た
。多
様
な
た
る

や
原
酒
の
タ
イ
プ
に
触
れ
て
得
た
知
見
は
、ブ

レ
ン
ダ
ー
と
し
て
の
歩
み
に
役
立
っ
た
。

　

自
ら
の
感
覚
が
頼
り
の
仕
事
で「
最
初
は
何

が
良
く
て
何
が
良
く
な
い
の
か
、全
然
分
か
ら

な
か
っ
た
」と
言
い
、先
輩
の
背
中
を
見
な
が

ら
技
を
磨
い
た
。繊
細
な
嗅
覚
と
味
覚
を
保
つ

た
め
、生
活
リ
ズ
ム
や
食
事
に
も
細
心
の
注
意

を
払
う
。

　

主
力
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
尽
力
し
、「
白
州

25
年
」は
２
０
２
２
年
に
世
界
的
な
酒
類
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ピ
リ
ッ
ツ・
チ
ャ
レ
ン
ジ（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」で
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
部
門
の
最
高
賞
を
受
賞
。

25
年
に
は「
山
崎
18
年
」が
Ｉ
Ｓ
Ｃ
で
全
部
門

最
高
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、輿
石
さ
ん
の
仕
事

は
同
社
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
世
界
的
な
評
価
を

受
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
現
代
の
名
工
」に
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
は

「
う
れ
し
い
。表
彰
さ
れ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

な
い
」と
喜
ぶ
。「
ブ
レ
ン
ダ
ー
は
地
味
で
泥
く

さ
い
仕
事
。何
が
正
解
か
分
か
ら
な
い
。原
酒

を
ブ
レ
ン
ド
し
て
つ
く
り
上
げ
た
ウ
イ
ス
キ
ー

が
、お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
喜

び
」と
語
る
。

　

月
に
３
回
ほ
ど
は
山
梨
の
家
に
帰
り
、庭
の

草
取
り
な
ど
を
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。「
土

に
触
れ
る
と
、故
郷
に
帰
っ
て
き
た
と
実
感
す

る
。山
梨
で
の
時
間
が
仕
事
の
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い
る
」と
話
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
と
な
っ
た
今
は
後
進
の
育
成
に
熱

を
入
れ
、若
い
ブ
レ
ン
ダ
ー
と
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
繰
り
返
す
。「
培
っ
た
も
の
を
し
っ
か
り
後

輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
言
い
、こ
れ
か

ら
も
原
酒
と
向
き
合
っ
て
い
く
構
え
だ
。

２
０
２
５
年 （
令
和
７
年
）11
月
26
日（
水
）

遊
休
田　

県
が
再
生
、活
用
へ　
コ
メ
自
給
率
向
上
図
る

　

山
梨
県
は
コ
メ
の
県
内
自
給
率
向
上
に
向

け
、未
利
用
の
水
田
で
水
稲
を
作
付
け
し
、水

田
と
し
て
の
機
能
を
再
生
さ
せ
る
事
業
を
来

年
か
ら
始
め
る
方
針
を
固
め
た
。県
に
よ
る

と
、現
在
の
県
内
自
給
率
は
６
割
程
度
で
、県

民
の
消
費
に
必
要
な
コ
メ
を
供
給
で
き
る
収

量
確
保
を
目
指
す
。意
欲
の
あ
る
農
家
や
農

業
法
人
に
機
能
を
回
復
さ
せ
た
水
田
を
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、生
産
量
の
増
加
に
つ
な

げ
る
。

　

県
食
糧
花
き
水
産
課
に
よ
る
と
、水
稲
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
な
い
水
田
で
再
び
栽
培
し

た
場
合
、以
前
に
比
べ
収
量
が
落
ち
る
。安
定

し
た
収
量
を
確
保
す
る
に
は
継
続
的
に
水
稲

栽
培
を
す
る
必
要
が
あ
り
、意
欲
の
あ
る
農
家

や
農
業
法
人
に
コ
メ
作
り
に
取
り
組
ん
で
も

ら
う
に
は
水
田
の
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
と
い
う
。

　
コ
メ
の
流
通
量
は
２
０
２
３
年
産
米
に
高

温
障
害
が
発
生
し
た
こ
と
で
減
少
。一
方
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
客
）の
増
加
も
あ
っ
て
需
要

が
拡
大
し
、需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
こ
と
か

ら
品
不
足
と
価
格
高
騰
を
招
い
た
。今
後
、災

害
な
ど
で
コ
メ
不
足
な
ど
が
発
生
し
た
際
、県

内
の
消
費
分
を
で
き
る
だ
け
県
内
で
生
産
で

き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、水
田
の
再
生
事

業
に
乗
り
出
す
。

　

事
業
は
、ほ
か
の
作
物
を
栽
培
し
た
り
遊

休
農
地
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
水
田
で
行
う
。

農
地
を
貸
し
借
り
す
る
事
業
を
行
う
県
農
業

振
興
公
社
と
連
携
し
、対
象
の
農
地
を
選
定

し
て
農
業
法
人
な
ど
に
栽
培
を
委
託
す
る
。

収
穫
し
た
コ
メ
は
生
活
困
窮
世
帯
な
ど
へ
の

寄
付
に
活
用
す
る
予
定
。来
年
は
１
・５
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
実
施
す
る
想
定
で
、収
量
は
５
～

５
・２
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

県
内
の
主
食
用
米
の
作
付
面
積
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。24
年
度
実
績
は
４
５
９
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、記
録
が
残
る
08
年
度
以
降
で
最

も
少
な
か
っ
た
。長
崎
幸
太
郎
知
事
は
21
日
の

定
例
会
見
で「
中
山
間
地
域
の
多
い
県
内
で
は

限
ら
れ
た
農
地
を
最
大
限
に
活
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、水
田
の
再
生
を
図
る
必
要
が
あ

る
」と
話
し
た
。

記事提供
山梨日日新聞

山梨日日新聞社デジタル推進局

古里・山梨の「今」が分かる！古里・山梨の「今」が分かる！古里・山梨の「今」が分かる！

山日デジタル

デジタル版単独コース

山梨日日新聞デジタルは山梨県内外の最新ニュース
や朝刊紙面、おくやみなど知りたい情報が満載です｡
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巨
摩
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

総
会・懇
親
会
を
開
催

9
月
７
日（
日
）ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て

第
21
回
巨
摩
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
7
回
生
か
ら
76
回
生
と
幅
広
い
年

代
か
ら
40
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
の
第
一
部
は
大
芝
賢
二
関
東
支
部
副
支
部
長（
32

回
）の
司
会
で
進
行
し
、志
村
金
雄
相
談
役（
15
回
）の
開

会
挨
拶
、校
歌
斉
唱
に
続
き
福
田
修
二
支
部
長（
22
回
）

挨
拶
で
は「
会
員
も
シ
ニ
ア
の
方
が
多
く
な
り
、体
調
不

良
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
数
出
て
き
て
寂
し
い
限
り
で

す
。毎
年
の
開
催
に
よ
り
会
が
少
し
ず
つ
周
知
さ
れ
、よ

り
多
く
の
方
の
出
席
を
期
待
し
て
い
ま
す
。日
頃
よ
り
同

窓
生
へ
の
声
掛
け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と
呼

び
か
け
が
あ
っ
た
。続
い
て
議
事
に
移
り
鈴
木
一
哉
副
支

部
長（
30
回
）の
議
事
進
行
に
よ
り
事
業
報
告
、望
月
知

二
監
事（
40
回
）の
監
査
報
告
、そ
し
て
全
員
再
任
の
役

員
改
選
も
承
認
さ
れ
、総
会
が
終
了
し
た
。第
二
部
に
移

り
、来
賓
を
代
表
し
て
清
水
喜
彦
連
合
会
会
長
の
挨
拶

で
は
、「
県
人
会
連
合
会
も
若
手
会
員
の
増
員
を
図
っ
て

い
る
が
、住
居
を
基
に
し
た
地
区
団
体
で
は
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
連
絡
が
取
れ
難
く
な
っ
て
い
る
の
で
、若
い
人

に
連
絡
が
繋
が
り
や
す
い
高
校
同
窓
会
に
連
合
会
へ
の

参
加
を
働
き
か
け
、新
加
入
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。」

と
報
告
が
あ
っ
た
。上
田
仁
同
窓
会
長（
24
回
）挨
拶
で
は

「
来
年
度
か
ら
本
校
の
同
窓
会
定
期
総
会
を
4
月
の
第

三
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
」と
報
告
が
あ
っ
た
。武
藤
一

輝
校
長
か
ら
は
、「
今
年
の
箱
根
駅
伝
で
、中
央
学
院
大

学
2
年
生
の
市
川
大
世
さ
ん（
75
回
）、東
洋
大
学
1
年

生
の
内
堀
勇
さ
ん（
76
回
）の
2
名
が
選
手
と
し
て
走
り
、

巨
摩
高
校
の
名
を
全
国
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
」と
報

告
が
あ
っ
た
。来
年
度
の
本
校
総
会
の
当
番
幹
事
を
代
表

し
て
石
川
裕
支
実
行
委
員
長（
54
回
）か
ら
、総
会
事
業

活
動
へ
の
支
援
依
頼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。続
い
て
石
川
英

仁
山
梨
県
東
京
事
務
所
長（
39
回
）の
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
懇
親
会
が
開
始
さ
れ
た
。懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
サ
ッ
ク
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

演
。昨
年
に
続
き
丸

山
菜
々
美
さ
ん（
76

回
）が
参
加
さ
れ
、

丸
山
さ
ん
の
音
大
メ

ン
バ
ー
と
共
演
さ
れ

た
。
演
奏
後
、役
員

の
秋
山
小
百
合
さ
ん（
30
回
）よ
り「
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

て
行
か
れ
る
若
い
皆
さ
ん
を
私
達
先
輩
が
応
援
し
ま
す

の
で
大
い
に
頼
り
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
た
。最
後
に
4
代
目
関
東
支
部
長
の
金
丸
俊
彦
さ
ん

（
8
回
）に
よ
る
一
本
絞
め
で
閉
会
と
な
っ
た
。

（
巨
摩
高
校
同
窓
会
関
東
支
部　

事
務
局
）

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会（
清
水
喜
彦
会
長
）は
9
月

11
日
、東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
第
2
1
1
回
例
会
を
開
い
た
。

　

講
師
に
招
い
た
の
は
、市
川
三
郷
町
出
身
の
日
本
体

育
大
常
務
理
事
の
今
村
裕
氏
。今
村
氏
は
、町
出
身
者
で

つ
く
る「
町
ゆ
か
り
の
会　

り
ん
ど
う
」の
会
長
を
務
め

る
。2
0
0
9
年
よ
り
現
職
。

　

こ
の
日
は
、「
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
私
学
経
営
‒
大

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
＝『
何
の
た

め
に
働
く
の
か
』」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

今
村
氏
は
、中
京
大
学
在
学
時
、初
代
学
長
の
梅
村

清
明
氏
に
大
学
に
残
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
。「
悩
ん
だ

が
、母
か
ら
の
進
言
も
あ
り
、残
る
こ
と
を
決
め
た
」と

振
り
返
る
。梅
村
氏
の
秘
書
を
務
め
、25
年
間
大
学
に
勤

め
た
。

　

そ
の
後
は
、星
城
大
の
開
学
に
携
わ
っ
た
。4
年
制
大

学
と
し
て
全
国
初
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
を
設
け
、い
ち

早
く
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
も
力
を
入
れ
た
。

日
本
体
育
大
に
請
わ

れ
て
2
0
0
9
年
、

神
奈
川・横
浜
山
梨
県
人
会
が
創
立
百
周
年
記
念
大
会
を
開
催

神
奈
川・横
浜
山
梨
県
人
会
は
、11
月
9
日（
日
）、

新
横
浜
・ソ
シ
ア
21
に
お
い
て
創
立
百
周
年
記

念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
に
は
、長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
や
招
待
者
な
ど
1
4
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
会
場
の
正
面
に
は
、新
調
さ
れ
た
長
さ
三
メ
ー

ト
ル
の
武
田
信
玄
公
の
軍
旗「
風
林
火
山
」の
幟
旗
が
左

右
に
掲
げ
ら
れ
て
開
会
と
な
り
、は
じ
め
に
主
催
者
を

代
表
し
て
会
長（
秋
山
雅
彦
）が
、「
大
正
14
年
の
結
成

か
ら
一
世
紀
に
わ
た
る
当
県
人
会
の
歴
史
は
先
人
達
の

努
力
と
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。度
重
な
る
戦

争
、不
況
、大
災
害
と
い
っ
た
苦
難
を
乗
り
越
え
て
助
け

あ
っ
た
山
梨
県
人
同
士
の
絆
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
、新
た
な
百
年
を
歩
ん
で
参
り
ま
す
」と
感
謝
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
長
崎
知
事
か
ら「
山
梨
と
横
浜
の
つ

な
が
り
は
大
変
古
く
、横
浜
開
港
後
に
山
梨
県
人
が
生

糸
な
ど
の
商
い
で
活
躍
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
経
済
が
発

展
し
た
こ
と
が
、県
人
会
の
結
成
と
活
動
に
つ
な
が
っ
た

わ
け
で
す
。山
梨
県
人
の
進
取
の
気
質
と
行
動
力
は
時

代
が
経
て
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
ふ
る

さ
と
山
梨
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
更
な
る
発
展

を
お
願
い
し
た
い
」な
ど
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
喜
彦
連
合
会
会
長
か
ら
は「
連
合
会
に
は
50
の

加
盟
団
体
が
あ
り
ま

す
が
、中
で
も
貴
会

は
、一
番
長
い
歴
史
を

有
し
て
活
発
に
活
動

さ
れ
て
い
る
名
門
県

人
会
で
す
。明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
の
横

浜
の
生
糸
の
最
大
の

輸
出
拠
点
で
あ
り
、日

本
近
代
化
の
一
翼
を

担
っ
た
の
が
、山
梨
出

身
の
先
輩
方
で
す
。そ

し
て
そ
の
後
の
皆
様
の
努
力
が
県
人
会
の
盛
会
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
連
合
会
と
と
も
に
一
層
の
活
動

を
お
願
い
し
た
い
」な
ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、山
梨
県
立
博
物
館
の
小
畑
茂
雄
学
芸
員

に
よ
る「
横
浜
と
甲
州
財
閥
の
群
像
」と
題
し
た
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、こ
の
中
で
は
、横
浜
の
甲
州
商
人
の
は

じ
ま
り
で
あ
る
甲
州
屋
忠
右
衛
門
の
生
糸
商
と
し
て

の
活
躍
を
は
じ
め
、こ
れ
に
続
い
た
甲
州
財
閥
の
大
御

所
で
あ
る
若
尾
逸
平
、さ
ら
に
は
鉄
道
事
業
を
は
じ
め

実
業
界
で
大
成
功
を
納
め
た
雨
宮
敬
次
郎
、根
津
嘉
一

郎
な
ど
の
物
語
が
映
像
と
解
説
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。参
加
者
か
ら
は
、横
浜
と
甲
州
人
と
の
深
い
縁
を

改
め
て
学
び
、先
人
達
の
先
見
性
と
圧
倒
的
な
行
動

力
に
感
銘
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、中
込
勝
子
連
合
会
会
長
代
行
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
あ
る
ソ
シ
ア
21（
株
式
会
社
メ
モ
ワ
ー
ル
）か

ら
は
、郷
土
色
あ
る
煮
貝
や
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
な
ど

の
料
理
の
ほ
か
山
梨
産
の
ワ
イ
ン
と
地
酒「
七
賢
」が

提
供
さ
れ
て
、各
テ
ー
ブ
ル
で
は
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
甲

州
弁
が
飛
び
交
う
楽
し
い
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、舞
台
で
は
富
士
吉
田
市
の「
富
士
山
火
焔
太

鼓
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
、迫
力
あ
る
大
太
鼓
の
音
が
響
き
一
層
の
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
大
会
に
合
わ
せ
て
編
集
、制
作
し
た「
創
立

百
周
年
記
念
誌
」に
は
、当
県
人
会
の
沿
革
と
共
に「
甲

州
財
閥
」や「
写
真
が
語
る
山
梨（
昭
和
30
年
代
）」の
特

集
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
、後
世
に
残
す
資
料
と
し
て

参
加
者
全
員
に
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、恒
例
の
武
田
節
の
大
合
唱
と
な

り
、長
崎
知
事
や
来
賓
、招
待
者
な
ど
が
大
勢
壇
上
に

上
が
り
、詩
吟
を
挟
ん
で
歌
い
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。本
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
や
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。改
め
て
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。（

神
奈
川・横
浜
山
梨
県
人
会　

会
長　

秋
山
雅
彦
）
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同
大
常
務
理
事
に
な
っ

た
。

　

日
本
体
育
大
の
学
生

数
は
、「
順
調
に
推
移
し

て
い
る
」と
分
析
す
る
。

た
だ
各
大
学
も
東
京

23
区
内
に
戻
っ
て
き
て

お
り
、学
生
募
集
は
将

来
的
に
厳
し
く
な
る
と

の
見
方
を
示
す
。「
50

年
、1
0
0
年
先
を
見

据
え
、ど
う
い
う
施
策

を
打
っ
た
ら
い
い
か
、課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
」と
強
調

し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
も
通
じ
る
が
、「
だ
ら
だ
ら
歩
か
な
い
」

「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」「
時
間
を
守
る
」こ
と
は
大
切
だ
。

日
本
体
育
大
の
学
生
は
、あ
い
さ
つ
が
で
き
る
と
評
判

だ
。卒
業
生
は
、大
学
の
広
告
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
で
多
く
の
教
え
が
あ
っ
た
。人
生

は
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。人
の
助
け
が
あ
っ
て
生

き
ら
れ
る
故
に
社
会
に
貢
献
す
る
。う
そ
は
言
わ
ず
、事

実
を
正
確
に
伝
え
る
。こ
れ
ら
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
。

　

何
の
た
め
に
働
く
の
か
。ト
ッ
プ
に
立
つ
に
は
実
力
も

大
事
だ
が
、運
も
要
素
だ
。分
か
れ
目
は
、安
定
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
メ
ン
タ
ル
を
持
っ
て
い
る
か
。

今
、自
分
に
当
て
は
め
る
と
、生
活
の
糧
で
も
、達
成
感
で

も
な
く
、今
生
き
て
い
る
そ
の
も
の
が
生
き
が
い
だ
と
感

じ
る
。

　

組
織
の
未
来
を
常
に
考
え
続
け
た
い
と
強
調
す
る
。

「
若
者
を
し
っ
か
り
と
教
育
し
、社
会
に
出
て
行
く
た
め

の
メ
ン
タ
ル
を
付
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
」と
語
っ

た
。

　

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

事
務
局（
山
梨
日
日
新
聞
社
東
京
支
社
）電
話　

0‌

3・

3
5
7
2・3
5
5
5

首
都
圏
韮
崎
会
総
会・親
睦
ツ
ア
ー

9
月
30
日（
火
）に
首
都
圏
韮
崎
会
の
総
会
・
親
睦

ツ
ア
ー
を
山
梨
県
韮
崎
市
に
て
開
催
し
、来
賓

と
会
員
合
わ
せ
て
36
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
宿
駅
を
出
発
し
、ふ
る
さ
と
韮
崎
の
地
を
目
指
し

ま
し
た
。親
睦
ツ
ア
ー
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
韮
崎
市
の

「
近
藤
農
園
」で
は
、ぶ
ど
う
狩
り
を
体
験
し
、自
分
で

収
穫
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
採
れ
た
て
の
ぶ
ど
う
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
、皆
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。天
候

に
も
恵
ま
れ
、青
空
の
下
、多
く
の
品
種
を
思
う
存
分
味

わ
い
、素
晴
ら
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
に
ら
さ
き
の
森
」

で
令
和
7
年
度
首
都
圏
韮
崎
会
総
会
を
、山
梨
県
知
事

（
代
理
）山
梨
県
東
京
事
務
所
次
長 

小
林
江
美
子
様
に

ご
臨
席
を
賜
る
な
か
開
催
し
ま
し
た
。清
水
美
知
雄
会

長
か
ら「
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
で

す
の
で
是
非
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」と
挨
拶
後
、本
会
の

顧
問
で
も
あ
る
韮
崎
市
長 

内
藤
久
夫
様
か
ら「
韮
崎
市

の
近
況
に
つ
い
て
」ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
会

の
議
案
に
つ
い
て
も
監
査
役 

進
藤
中
様
か
ら
監
査
報
告

後
、令
和
6
年
度
会
務
報
告
及
び
本
年
度
の
事
業
計
画

基
本
方
針
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
長 

清
水
康
雄
様
か
ら
の
乾
杯
の
ご
発
声
に

よ
り
懇
親
会
が
始
ま
り
、久
し
ぶ
り
の
再
会
で
話
に
花
が

咲
く
中
、若
手
会
員
で
あ
る
早
川
会
員
か
ら「
目
黒
桜
ま

つ
り
」の
活
動
報
告
や
市
の
担
当
者
か
ら「
ふ
る
さ
と
納

税
」に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
武
田
の
里・サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち　

に
ら
さ
き
親
善

大
使
」の
武
田
邦
信
様
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら

れ
、藤
原
和
則
副
会
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
総
会
及
び
懇
親

会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、本
会
最
高
顧
問
で
あ
る
大
村
智
博
士

の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
受
賞
の
十
周
年
と
な
る
本

年
度
、韮
崎
大
村
美
術
館
の
別
館
と
し
て
開
館
し
た「
大

村
智
記
念
館
」を
鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。参
加
者
全
員

が
、大
村
智
博
士
の
歩
み
や
研
究
結
果
、趣
味
な
ど
、博

士
の
偉
大
な
業
績
と
そ
の
人
と
な
り
に
ふ
れ
、大
き
な
刺

激
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、茶
道
界
で
も
名
高
い
東
京
都
の
荏
原
畠
山
美

術
館
に
お
い
て
、脈
々
と
日
本
の
茶
の
湯
文
化
を
伝
え
て

き
た「
即
翁
新
座
敷
」、そ
し
て
京
の
都
の
茶
道
建
築
を

受
け
継
ぐ「
悠
久
庵
」も
本
年
度
、移
築
復
元
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、こ
れ
ら
の「
茶
室
」を
見
学
し
な
が
ら
、「
即
翁

新
座
敷
」に
て
、韮
崎
市
文
化
協
会
の
先
生
方
に
よ
る
茶

の
湯
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。気
品
あ
る
自
然
豊
か
な

空
間
で
、先
生
方
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、お
茶
の
作
法

や
奥
深
さ
に
触
れ
、心
が
落
ち
着
く
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

（
首
都
圏
韮
崎
会　

事
務
局
）

在
京
早
川
会

10
月
4
日
、在
京
早
川
会
第
36
回「
ふ
る
さ
と
交
流

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
京
早
川
会（
望
月
弘
幸
会
長
）の
第
36
回「
ふ
る
さ

と
交
流
会
」が
昨
年
に
続
き
10
月
4
日（
土
）、東
京
都・

新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

ご
来
賓
と
会
員
、町
か

ら
は
深
沢
肇
早
川
町

長
、長
谷
川
晋
吾
副

町
長
、事
務
局
が
参
加

し
、合
わ
せ
て
20
名
ほ

ど
が
集
ま
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

望
月
会
長
は
あ
い

さ
つ
の
中
で
、「
町
の

支
援
が
あ
っ
た
か
ら

存
続
で
き
て
い
る
が
、

会
員
が
減
っ
て
き
て
い

る
。今
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

た
い
」と
抱
負
を
述
べ

た
。深
沢
町
長
は
挨
拶

の
中
で
、日
本
で
一
番

人
口
の
少
な
い
町
の
出

身
の
方
々
が
こ
ん
な
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
け
て

大
変
嬉
し
い
と
話
を

し
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
、現
在
早
川
町
の
行
き
止

ま
り
状
態
の
解
消
と
な
る
南
ア
ル
プ
ス
周
遊
自
動
車
道

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
、早
川

町
の
将
来
に
向
け
て
語
り
ま
し
た
。来
賓
と
し
て
、石
川

英
仁
山
梨
県
東
京
事
務
所
長
、新
津
修
山
梨
県
人
連
合

会
事
務
局
長
か
ら
在
京
早
川
会・早
川
町
に
エ
ー
ル
を
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、早
川
佳
男
理
事
の
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

上
げ
る
乾
杯
の
発
声
か
ら
始
ま
り
、ふ
る
さ
と
早
川
町
へ

の
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。そ
の

中
で
も
、会
員
が
減
っ
て
き
て
い
て
寂
し
い
、ど
う
に
か
会

員
を
増
や
せ
な
い
か
な
ど
、在
京
早
川
会
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
も
活
発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。最
後
に
、深
沢
郁

雄
理
事
ご
発
声
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
、来
年
の
再

会
を
約
束
し
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
中
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

在
京
早
川
会
で
は
、早
川
町
出
身
の
方
、親
族
な
ど
が

早
川
町
出
身
だ
っ
た
な
ど
早
川
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、事
務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。早
川
町
役

場　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課　

政
策
担
当　

0
5
5
6・

4‌

5・2
5
1
3

（
在
京
早
川
会　

事
務
局
）

日
川
高
校
同
窓
会
京
浜
支
部

総
会・懇
親
会
開
催

2
0
2
5
年
度（
令
和
7
年
度
）山
梨
県
立
日
川
高

等
学
校
同
窓
会
京
浜
支
部
総
会
を
昨
年
同
様

T
K
P
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
8
F
に
て
、

10
月
4
日（
土
）午
前
11
時
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
当
番
幹
事　

雨
宮
恵
子
さ
ん（
高
48
回
卒
）の

素
敵
な
笑
顔
の
挨
拶
か
ら
総
会
は
ス
タ
ー
ト
し
、京
浜
支

部
支
部
長
三
森
教
雄（
高
27
回
卒
）よ
り
京
浜
支
部
活
動

報
告
、今
も
医
療
の
第
一
線
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
経
験
よ

り
健
康
寿
命
に
関
し
て
の
話
を
交
え
て
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
山
梨
よ
り
お
見
え
に
な
ら
れ
た
ご
来
賓
か
ら

の
挨
拶
と
し
て
、芦
澤
薫
同
窓
会
会
長（
高
18
回
卒
）よ

り
、苦
労
が
叶
い
着
工
に
た
ど
り
着
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
工
芝
生
化
の
進
行
状
況
や
創
立
1
2
5
周
年
に
向
け

て
の
抱
負
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
山
田
芳
樹
学

校
長（
37
回
）か
ら
は
、文
部
科
学
省
指
定
の
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
S
H
）が
第
四
期
を
迎
え
た

こ
と
、部
活
動
に
お
い
て
多
く
の
部
が
関
東
大
会
へ
出
場

し
、ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
ティ
ン
グ
部
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
な
ど
は
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
、文
化

部
に
お
い
て
も
書
道
部
や
写
真
部
が
全
国
総
合
文
化
祭

へ
出
場
す
る
な
ど
生
徒
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
お
話
い
た
だ

き
、今
後
も
伝
統
は
守
り
つ
つ
も
変
化
し
更
な
る
魅
力
の

あ
る
学
校
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
熱
い

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

滞
り
な
く
総
会
議
事
が
終
了
し
た
後
に
、80
歳
を
迎
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谷
で
開
催
し
、生
憎
の
雨
模
様
の
中
を
約
80
名
が
参
集

し
ま
し
た
。

　

総
会
は
加
藤
浩
子
女
性
部
長
の
進
行
の
も
と
、三
澤

久
晴
青
年
部
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、清
水
会
長

が「
井
出
洋
前
会
長
の
後
を
引
き
継
い
で
6
年
ぶ
り
の

開
催
に
漕
ぎ
つ
け
た
。久
し
振
り
の
再
会
を
大
い
に
楽
し

み
、旧
交
を
温
め
て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
る
と
、続

い
て
来
賓
の
本
部
同
窓
会
松
本
一
雄
会
長
か
ら「
本
部
同

窓
会
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
で
き
な
い
年
や
参
加
者
を

制
限
し
た
年
が
何
年
か
続
い
た
が
、こ
う
し
て
東
京
同
窓

会
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。私
も
４
月
に
就
任

し
た
ば
か
り
だ
が
、同
窓
生
全
員
の
力
で
満
開
の
甲
商
桜

を
咲
か
せ
て
い
き
た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。次
に
第
36

代
校
長
の
田
中
雅
明
先
生
か
ら「
山
梨
県
内
で
商
業
高

校
を
名
乗
る
高
校
は
わ
が
甲
府
商
業
高
校
の
み
と
な
っ

た
。伝
統
を
守
り
な
が
ら
現
代
に
相
応
し
い
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」と
現
在
の
教
育
方
針
や
卒
業
生
の

進
路
、ク
ラ
ブ
活
動
の
活
躍
ぶ
り
な
ど
が
詳
し
く
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。続
い
て
清
水
喜
彦
山
梨
県
人
会
連
合
会
会

長
は「
伝
統
あ
る
甲
商
東
京
同
窓
会
が
再
開
さ
れ
て
連

合
会
と
し
て
も
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。不
安
定
、不
確

実
、不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
同
窓
の
先
輩
後
輩
か
ら
得

ら
れ
る
情
報
こ
そ
確
実
で
信
頼
で
き
る
。こ
う
し
た
場
を

大
い
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
」と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

総
会
は
、最
後
に
来
年
の
第
1
2
3
回
本
部
同
窓
会

当
番
幹
事
の
成
嶋
勇
輔
会
長
以
下
12
名
に
よ
る
挨
拶
と

協
力
要
請
が
行
わ
れ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
懇
親
会
は
第
76
回
卒
手
塚
理
恵
さ
ん
の
司
会

に
よ
り
、高
石
正
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し

た
。来
年
の
本
部
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
に
よ
り
一
升
瓶
の

甲
州
ワ
イ
ン
と
県
産
清
酒
が
振
舞
わ
れ
る
と
、宴
も
最
高

潮
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
全
員
に
よ
り
新
旧
の
校
歌
斉
唱
が

行
わ
れ
、成
嶋
当
番
幹
事
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
と
田
中

秀
子
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
甲
商
東
京
同
窓
会　

事
務
局
）

首
都
圏
山
梨
市
県
人
会
総
会
懇
親
会

11
月
2
日（
日
）コ
ー
ト
ヤ
ー
ド・マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座

東
武
ホ
テ
ル
で
令
和
7
年
度 

首
都
圏
山
梨
市
県

人
会
総
会
、並
び
に

懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、晴
天
に

恵
ま
れ
、60
人
を
超

え
る
会
員
、役
員
、

ご
来
賓
の
皆
様
に

ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、県
人

会
連
合
会
会
長 

清

水
喜
彦
様
を
は
じ

め
山
梨
県
知

事
（
代
理
：

東
京
事
務
所

長 

石
川
英
仁

様
）そ
の
他
、

多
く
の
ご
来

賓
の
皆
様
に

ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
佐

野
公
哉
会
長

に
よ
る「
現
在

の
山
梨
市
は
、

2
0
0
5
年

旧
山
梨
市
、牧

丘
町
、三
富
村

が
合
併
し
、今

年
3
月
に
20

周
年
を
迎
え

た
。今
年
は
記

念
す
べ
き
年
で

あ
り
、久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
る
会
員
の
皆
様
に
は
懇
親
を
深
め
て

頂
き
た
い
。」と
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、令
和
7
年
度

会
務
報
告
、ま
た
本
年
度
の
事
業
計
画
基
本
方
針
を
満

場
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
、懐
か
し
い
お

話
や
近
況
報
告
を
共
有
で
き
、大
変
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
、故
郷
を
離
れ
て
生
活
す
る
中
で
、同
じ
ふ
る
さ

と
を
持
つ
仲
間
と
交
流
で
き
る
こ
と
は
、何
に
も
代
え
が

た
い
宝
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、山
梨
市
出
身
で
山
梨
市
観
光
大
使
で
あ
る
童

謡
歌
手 

若
林
秀
和
様
を
お
招
き
し
、限
ら
れ
た
時
間
の

え
ら
れ
た
皆
様
へ
三
森
支
部
長
よ
り
記
念
バッ
ヂ
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
年
度
は
10
名
の
大
先
輩
方
に
参

加
者
皆
様
よ
り
お
祝
い
の
拍
手
と
と
も
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。お
元
気
に
来
年
も
再
来
年
も
総
会
に
参
加
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

今
年
度
の
総
会
企
画
は
、「
山
梨
ワ
イ
ン
の
楽
し
み

方
」と
題
し
て
㈱
新
田
商
店　

代
表
取
締
役　

新
田
正
明

（
高
35
回
卒
）様
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。山
梨

な
ら
で
は
の
無
尽
や
懐
か
し
い
地
域
の
方
言
な
ど
を
交

え
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
、山
々
に
囲
ま
れ
た
峡
東
各
地

域
な
ら
で
は
の
立
地
、標
高
、地
質
、土
壌
、河
川
な
ど
か

ら
、地
域
ご
と
に　

ど
の
よ
う
な
葡
萄
が
育
ち
や
す
く
、

ど
の
よ
う
な
ワ
イ
ン
の
風
味
に
仕
上
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
と
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、利
き
酒
な
ら
ぬ
利
き
ワ
イ
ン
を
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
、用
意
さ
れ
た
3
種
類
の
ワ
イ
ン
の
葡
萄
産

地
と
醸
造
所
の
違
い
を
味
わ
い
ま
し
た
。　

　

懇
親
会
で
は
今
年
は
乾
杯
の
ご
発
声
を
柳
瀬
千
寿
子

（
高
6
回
卒
）大
先
輩
に
い
た
だ
き
、宴
が
始
ま
り
ま
し

た
。毎
年
の
事
で
す
が
、ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
楽
し
く
話
が

盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。や
は
り
尽
き
る
事
無
く
懐

か
し
い
話
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。あ
っ
と
言
う

間
に
締
め
の
時
間
は
近
づ
く
も
の
で「
帽
子
を
右
手
に
高

く
〜
」の
校
歌
斉
唱
の
時
間
と
な
り
、当
番
幹
事
応
援
団

O
B
の
指
揮
に
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
無
事
に
終
え
ま
し

た
。音
響
不
具
合
が
あ
り
伴
奏
が
流
れ
な
い
中
で
も
校

歌
を
歌
い
切
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、日
川
高
等
学
校
な

の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。来
年
度
も
一
人
で
も
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

（
日
川
高
校
同
窓
会
京
浜
支
部　

事
務
局　

雨
宮 

貴
廣
）

新
宿
区
山
梨
県
人
会

令
和
7
年
度 

総
会・懇
親
会

新
宿
区
山
梨
県
人
会
は
、10
月
15
日（
水
）、ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
5
階「
穂
高
の
間
」に
て
、総
会
・

懇
親
会
を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、多
数
の
ご
来
賓
、会
員
を
合
わ
せ
総
勢
41
名

が
参
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
総
会
は
、飯
窪
光
隆
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、萩
原
会
長
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。ご
来
賓
と

し
て
山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
の
中
込
勝
子
様
よ

り
祝
辞
を
賜
り
つ
つ
、萩
原
会
長
を
議
長
と
す
る
議
事
で

は
、令
和
6
年
度
の
事
業・会
計
報
告
と
と
も
に
、令
和

7
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
が
説
明
さ
れ
、満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。前
年
度
は
6
月

の「
浮
世
絵
、人
を
描

い
た
芸
術
」を
テ
ー
マ

に
し
た
勉
強
会
の
様

子（
国
際
浮
世
絵
学

会
常
任
理
事
の
小
池

満
紀
子
様
が
講
師
と

な
っ
て
総
勢
25
名
が
参
加
）や
、2
月
の「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
」と
い
っ
た
交
流
事
業
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
ほ
か
、令
和
7
年
度
の
計
画
で
は
、来
年
2

月
に
十
士
会・女
性
の
会
と
の
合
同
新
年
会
の
企
画
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
に
も
3
月
、5
月
、7
月
に

引
き
続
き
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
、会

員
相
互
の
親
睦
と
繋
が
り
を
一
層
深
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

続
く
第
2
部
懇
親
会
は
、石
川
孝
一
理
事
の
開
会
宣

言
、山
梨
県
東
京
事
務
所
長
石
川
英
仁
様
の
ご
祝
辞
、山

梨
県
人
会
連
合
会
副
会
長
佐
野
公
哉
様
に
よ
る
乾
杯
の

ご
発
声
で
開
宴
し
ま
し
た
。石
川
理
事
か
ら
は
、新
規
会

員
開
拓
と
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た
S
N
S
の
新
規
開

設
が
報
告
さ
れ
、特
に
若
い
世
代
と
の
繋
が
り
を
強
化

し
、当
会
活
動
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
決
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、会
員
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

小
倉
浩
二
様
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、初
参
加
の
8
名
を
含
む
参
加
者
全
員
に
よ
る

リ
レ
ー
形
式
の
自
己
紹
介
タ
イ
ム
が
恒
例
の
賑
わ
い
を
見

せ
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
相
互
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス
で
は
、会
員
の
池
田
文
夫
様
が
壇
上
で

音
頭
を
と
り
全
員
で
武
田
節
を
合
唱
す
る
一
幕
も
あ
り
、

会
場
の
一
体
感
は
最
高
潮
に
達
し
、熱
気
あ
ふ
れ
る
締
め

く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
宿
区
山
梨
県
人
会　

事
務
局　

齊
藤
裕
也
）

令
和
7
年
度
甲
商
東
京
同
窓
会
を

6
年
ぶ
り
に
開
催
　
約
80
名
が
参
集

甲
商
東
京
同
窓
会（
清
水
雪
男
会
長
）は
10
月
26
日

（
日
）に
令
和
7
年
度
の
総
会・懇
親
会
を
コ
ロ
ナ

禍
の
休
止
を
挟
ん
で
6
年
ぶ
り
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
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大
会
へ
の
出
場
権
を
確
実
に
し
ま
し
た
。試
合
終
了
後
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
オ
ブ
ザ
マ
ッ
チ
の
表
彰
は
清
水
喜
彦
連
合
会

会
長
か
ら
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
14
番
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ル
ッ

ク　
ア
レ
ッ
ク
ス
慧
南
選
手
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
人
会
連
合
会
の
ラ
グ
ビ
ー
ゲ
ー
ム
の
応
援
観
戦

は
初
め
て
の
試
み
で
、参
加
者
全
員
に
球
団
か
ら
チ
ー
ム

名
称
入
り
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
と
チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形

「
ク
リ
フ
ァ
く
ん
」が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。連
合
会

で
は
今
後
も
郷
土
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム　
「
ク
リ
ー
ン
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
山
梨
」の
応
援
観
戦
を
企
画
し
ま
す
の
で
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
文
化・ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
）

甲
府
南
高
校
同
窓
会
首
都
圏
支
部

東
京
同
窓
会

第
16
回
総
会・懇
親
会
を
毎
年
恒
例
の
11
月
23
日
勤

労
感
謝
の
日
に
四
谷
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
で
開
催
。

　

令
和
7
年
11
月
23
日
、四
ツ
谷
駅
前
の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
に
お
い
て
、甲
府
南
高
校
東
京
同
窓
会
の
第
16
回
総

会・講
演
会・懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、山
梨
か
ら
の
直
行

バ
ス
参
加
者
も
含
め
約
1
2
0
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
の
設
立
以
来
、毎
年
11
月
23
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
が
、　

午
後
1
時
半
に
25
期
の
桑
原
敬
氏
の
司
会

で
開
会
、始
め
に
会
長（
16
期
矢
崎
弘
直
）か
ら「
コ
ロ
ナ

が
明
け
て
4
回
目
の
総
会・懇
親
会
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、こ
う
し
て
同
窓
生
の
皆
様
の
元
気
な
お
顔
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。今
年
の
出
席
状
況

に
つ
い
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、今
春
卒
業
し
た
ば
か

り
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
60
期
の
方
7
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。若
い
力
が
会
場
に
入
る
と
、雰
囲
気
が
一
段
明
る

く
な
り
ま
す
ね
。甲
府
南
高
校
の
同
窓
生
と
出
会
う
と

独
特
の
連
帯
感
を
感
じ
ま
す
。本
日
は
、南
高
の
絆
を
さ

ら
に
強
く
す
る
一
日
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。」と
挨
拶
を
述

べ
、総
会
の
議
事
に
移
り
ま
し
た
。2
0
2
4
事
業
報
告

及
び
会
計
報
告
、2
0
2
5
事
業
計
画
、役
員
体
制
に
つ

い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
る
と
、続
い
て
第
2
部
の
講
演

会
に
移
り
、18
期
の
新
妻
宏
文
氏
に
よ
る「
刑
務
所
の
医

者
30
年
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
ぜ
刑
務

所
の
医
師
に
な
り
30
年
も
続
け
て
き
た
か
の
導
入
か
ら

刑
務
所
の
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
な
が
ら
と

て
も
巧
み
な
話
術
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。特
に
刑
務
所
の

患
者
の
日
常
風
景
の
説
明
が
愉
快
で
、通
常
で
は
な
か
な

か
知
り
え
な
い
興
味
深
い
内
容
に
聴
衆
全
員
が
聴
き
入

り
ま
し
た
。

　

第
3
部
の
懇
親
会
は
、赤
池
正
彦（
10
期
）実
行
委
員

長
の「
こ
の
様
な
盛
大
な
南
高
同
窓
会
が
開
け
ま
し
た

事
を
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。我
が
校
が
、フ
ロ
ン
ティ
ア
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
下
で
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
校
に
指
定
さ
れ
た
事

を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。南
高
の
質
の
高
い
教
育

を
経
て
、社
会
的
に
通
用
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
い

優
れ
た
人
財
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
事
に
誇
り
を
覚

え
ま
す
。」と
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
清
水
喜
彦
山
梨
県
人
会
連
会
会
長
か
ら

の
祝
辞
が
あ
り
、篠
原
健
校
長
に
よ
る
南
高
の
現
況
報

告
と
今
春
高
校
を
卒
業
し
た
7
名
の
学
生
も
壇
上
に
上

が
り
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、笹
本
憲
男

本
部
同
窓
会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。懇
親
会
は
立
食
と
着
席
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
交
流
と
歓
談
が
行
わ
れ
、全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱

と
塩
澤
浩
昭
和
町
長（
14
期
）の
万
歳
三
唱
で
来
年
の
再

会
を
誓
い
な
が
ら
、参
加
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
中
、午

後
4
時
半
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
甲
府
南
高
校
首
都
圏
支
部
東
京
同
窓
会

会
長　

矢
崎
弘
直
）

中
、歌
声
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
梨
市
特
産
品
で
あ
る
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ワ
イ

ン
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、会
場
は
笑
顔
と
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。故
郷
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
特
産
品

が
多
く
用
意
さ
れ
、楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、参
加
者
全
員
で

「
山
梨
市
民
歌
」を
歌
い
、絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

懇
親
会
を
通
じ
て
、旧
知
の
方
々
と
の
絆
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、県
人
会
が
、故
郷
と
の
絆
を
深
め
る
場
で

あ
り
つ
づ
け
、次
回
も
ま
た
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

首
都
圏
山
梨
市
県
人
会
で
は
、引
き
続
き
本
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

電
話　

0
5
5
3・2‌

2・1
1
1
1　
（
内
）2
4
1
2

　

事
務
局（
山
梨
市
役
所
政
策
秘
書
課
内
）

第
56
回
韮
崎
高
校
東
都
同
窓
会総会・懇

親
会

第
56
回
総
会・懇
親
会
を
令
和
7
年
11
月
9
日
、千

代
田
区
の
竹
橋
に
あ
る
K
K
R
ホ
テ
ル
東
京
に

て
開
催
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
小
雨
だ
っ
た
が
、皇
居
が
一
望
で
き
る
会

場
に
三
々
五
々
約
1
0
0
人
の
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
。

　

会
場
に
は
昨
年
同
様
、舞
台
両
袖
に
、校
訓「
百
折
不

撓
」の
幟
を
掲
げ
、仲
二
見
事
務
局
次
長
の
司
会
で
開

会
。岩
下 

幹
同
窓
会
長（
高
13
回
）か
ら
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
ご
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。総
会
の
議
事
で
は
、事
務

局
長
か
ら
活
動
報
告・会
計
報
告
及
び
個
人
情
報
保
護

方
針
を
定
め
た
こ
と
等
の
報
告
を
行
い
、全
会
一
致
で
承

認
し
た
。

　

こ
の
後
、新
任
の
母
校
の
金
山
同
窓
会
会
長（
高
20

回
）及
び
、小
笠
原
校
長
先
生
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。ま

た
今
年
も
お
元
気
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
大
村
智
北
里

大
特
別
栄
誉
教
授
か
ら
近
況
を
含
め
お
話
を
伺
っ
た
。

　

今
年
は
高
校
23
回
10
数
名
が
当
番
幹
事
を
担
い
、懇

親
会
の
準
備
等
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
。有
野
実
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、懇
親
会
に
入
り
、有
泉
最
高
顧
問

（
高
10
回
）の
発
声
で
乾
杯
し
、始
ま
っ
た
。

　

今
年
の
懇
親
会
は
、昭
和
1
0
0
年
の
今
年
を
記

念
し
、懐
か
し
い
高
校
時
代
を
振
り
返
り
、手
づ
く
り
の

「
韮
崎
高
校
と
昭
和
百
年
」の
小
冊
子
を
作
成・配
布
。

ま
ず
、母
校
の
現
状
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
映
像
を
上
映
。

そ
の
後
、年
表
及
び
、当
時
の
写
真
、過
去
の
ア
ル
バ
ム
等

か
ら
集
め
た
写
真
、資
料
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、当
時

を
振
り
返
っ
た
。皆
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
も
時
折
目
を

閉
じ
て
い
る（
?
）方
も
。そ
の
後
、内
藤
韮
崎
市
長
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
紹
介
を
兼
ね
て
、こ
の
日
の
た
め
に
編

集
し
た
V
T
R
を
投
影
し
な
が
ら
、協
力
と
依
頼
の
あ
い

さ
つ
。

　

最
後
は
、お
楽
し
み
の
抽
選
会
。恒
例
の
地
元
の
品

「
朝
採
り
浅
尾
大
根
」「
大
草
の
桃
」「
穂
坂
の
ブ
ド
ウ
」

「
高
根
の
蜂
蜜
」「
東
京
海
苔
」「
金
精
軒
カ
ス
テ
ラ
」

「
八
ヶ
岳
ブ
レ
ッ
ド
」な
ど
が
用
意
さ
れ
、郷
里
の
景
品
を

皆
さ
ん
持
ち
帰
り
、あ
っ
と
い
う
間
の
総
会・懇
親
会
。締

め
に
応
援
歌「
八
ヶ
岳
お
ろ
し
」で
来
年
の
再
会
を
誓
い

合
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
韮
崎
高
校
東
都
同
窓
会　

事
務
局
長　

宮
沢
修
二
）

ラ
グ
ビ
ー「
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山

梨
」の
東
京
開
催
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
18
名

が
応
援

11
月
22
日
、快
晴
の
東
京
・ス
ピ
ア
ー
ズ
え
ど
り
く

フ
ィ
ー
ル
ド
」（
江
戸
川
区
陸
上
競
技
場
）で
開

催
さ
れ
た
郷
土
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム「
ク
リ
ー
ン
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
山
梨
」の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
18
名
が
応
援
し

ま
し
た
。

　

こ
の
応
援
観
戦
は
関
東
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
最
上
位
地
域
リ
ー
グ「
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
リ
ー
グ
A
グ

ル
ー
プ
」で
リ
ー
グ
ワ
ン
へ
の
昇
格
を
目
指
し
て
戦
っ
て
い

る
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨
を
運
営
す
る
一
般
社
団

法
人「
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨
」と
連
合
会
の
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
が
呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
第
7
節
は
今
年
か
ら
名
称
が
変
わ
っ
た「
全

国
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
」

へ
の
出
場
権
を
互
い
に
争
う「
明
治
安
田
ホ
ー
リ
ー
ズ
」

と
の
大
事
な
試
合
で
、懸
命
な
応
援
が
功
を
奏
し
て
34

対
32
と
終
盤
追
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
山
梨
が
見
事
に
勝
利
を
お
さ
め
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト

東都同窓会HP



Party & Information
首都圏で催された集いや情報を紹介しています

連
合
会
の
動
き

4647

単位団体（地区会等）の開催予定行事　2025年12月19日現在

日 　 時 開　催　会　合　名 会　場

2月  7日（土） 甲斐市山梨県人会「山梨クインビーズ応援観戦」 アリーナ立川

2月11日（水） フルーツと温泉の郷・笛吹会総会・懇親会 ルポール麹町

2月25日（水） 三会（十士会・女性の会・新宿区山梨県人会）合同新年会 主婦会館プラザエフ

１． 応募資格（次の（１）（２）の双方とも満たすこと）
（１）山梨県内の高等学校を卒業し、４年制大学(注1)入学確定または在学中の男子
（２）保護者の本籍および現住所が山梨県内にあること
　　注１　６年制の学部は可、大学二部・短大および専門学校は不可

２． 応募書類
（１）入寮願書（ホームページ掲載の指定用紙）
（２）本人および保護者の住民票（本籍地記載のもの）
（３）大学の合格証明書または在学証明書（コピー可）

３． 応募書類提出締切り
入寮試験日の前日までに必着のこと

４． 入寮試験内容
面接

５． 入寮試験日
第一回試験　令和７年12月20日（土）　13時より
第二回試験　令和８年  2月21日（土）　13時より
第三回試験　令和８年  3月14日（土）　13時より
　　※試験当日は12時45分までに来寮願います（筆記用具を持参してください）

６． 合否発表
試験日の夕刻までに合否を連絡します

　　　　〒112-0011 東京都文京区千石4-9-1
　　　　　　　公益財団法人 山梨共修社
　　　　　　　　　入寮選考委員会　委員長　芦澤　和（連絡先　080-8109-1116）

 令和8年春新入寮生を募集します
公益財団法人 山梨共修社

〇
新
規
加
盟
団
体

　
甲
志
会
（
向
山
一
夫
会
長
）
が
令
和
7
年
10
月
29
日
に

新
た
に
連
合
会
に
加
盟
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
7
年
度 

第
3
回
事
業
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
10
月
10
日
（
金
）
16
時
〜
17
時
30
分

【
場
所
】
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス　

会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
4
名
、
事
業
委
員
会
事
務
局

1
名
、
連
合
会
事
務
局
長
1
名
、
や
ま
な
し
観
光
推
進

機
構
計
8
名
（
内
w
e
b
3
名
）
、
身
延
町 

高
野
課
長

（
w
e
b
）

1　

開
会

2　

挨
拶　
　
　

飯
島　

登
美
夫 

事
業
委
員
長

3　

議
題

（
1
）
C
o
o
l
Ⓨ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
『
身
延
町
・

身
延
山
久
遠
寺
を
訪
ね
て
』
開
催
前
確
認

　

①
行
程
の
確
認

　

②
募
集
計
画

⑴
現
状
、
38
人
の
参
加
応
募

⑵
最
低
限
は
達
成
済
み
／
40
人
は
達
成
し
た
い
と
こ

ろ

⑶
支
払
い
確
認

⑷
確
認
事
項

㋐
緊
急
連
絡
先
確
認
→
飯
島

事
業
委
員
長
、
髙
橋

㋑
事
前
資
料
（
案
内
注
意
書

き
）
→
髙
橋
（
10
／
17
に
配

布
）

㋒
グ
ル
ー
プ
分
け
（
2
班
）

→
髙
橋
（
10
／
17
に
共
有
）

㋓
飲
料
水
（
観
光
推
進
機

構
：
1
・
富
士
急
行
：
1
）

→
（
や
ま
な
し
観
光
推
進
機

構
）

㋔
写
真
撮
影
場
所
検
討
→
（
身
延
町
）

㋕
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
準
備
→
（
や
ま
な
し
観
光
推

進
機
構
）

㋖
当
日
の
出
欠
確
認
／
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
渡
し
→

（
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）

㋗
昼
食
時　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
ん
じ
ゅ
う
&
枝
豆

購
入
確
認
：

㋘
三
門
の
見
学　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
後
と
し
、
時

間
に
よ
っ
て
は
車
窓
か
ら
と
す
る

㋙
町
長
挨
拶　

か
み
す
き
パ
ー
ク
到
着
後
（
雨
天

時
：
室
内
）

（
2
）
次
回
検
討

①
横
浜　

桜
木
町
を
中
心
に
山
梨
県
の
絹
産
業
を
テ
ー

マ
で
検
討

②
山
梨
（
富
士
山
）
内
容
を
次
回
ま
で
に
各
自
検
討

4　

そ
の
他

（
1
）
事
業
委
員
会 

今
後
の
日
程

①
11
月
中
旬
〜
12
月
初
頭

②
年
度
末
頃　

1
回

③
次
回
以
降
（
来
年
）
企
画

〇
令
和
7
年
度
第
3
回
総
務
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
10
月
21
日
（
火
）
15
時
〜
15
時
45
分

【
場
所
】
東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

会
議
室

【
出
席
者
】
会
長
、
委
員
長
・
委
員
5
名
、
東
京
事
務
所

県
人
会
担
当
2
名
、
事
務
局
長

【
司
会
】
飯
窪
副
委
員
長

1　

開
会　

委
員
長　

中
村
芳
文

2　

挨
拶　

会
長　

清
水
喜
彦

3　

議
事　

議
長　

中
村
委
員
長

［
協
議
事
項
］

1　

上
半
期
収
支
報
告
に
つ
い
て　

（
1
）
上
半
期
収
支
実
績
報
告
書 

（
2
）
上
半
期
監
査
報
告
書 

・
上
半
期
収
支
報
告
・
監
査
報
告
に
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
承
認
し
理
事
会
に
提
出
す
る
。

2　

第
2
回
理
事
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

・
理
事
会
提
出
議
題
及
び
資
料
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
承
認
し
、
第
2
回
理
事
会

に
提
案
す
る　

［
報
告
事
項
］

1　

令
和
7
年
度
「
知
事
と

ふ
る
さ
と
を
語
る
会
」
に
つ

い
て

（
1
）
開
催
要
領

（
2
）
次
第
（
案
）

（
3
）
出
席
者
数
（
見
込
） 

（
4
）
役
員
・
単
位
団
体
参

加
者
数
（
見
込
）

・
山
梨
県
東
京
事
務
所
担
当

者
か
ら
開
催
概
要
が
報
告
さ

れ
了
承

2　

令
和
7
年
度
会
議
・
行
事
予
定

・
第
5
回
総
務
委
員
会
を
2
／
16
日
、
第
6
回
総
務
委
員

会
を
3
／
25
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

3　

そ
の
他

4　

閉
会
（
15
時
45
分
）

〇
令
和
7
年
度
第
2
回
理
事
会

【
日
時
】
令
和
7
年
10
月
30
日
（
木
）
午
後
2
時
〜
3
時

05
分

【
場
所
】
上
野
精
養
軒　

2
階　

梅
の
間

【
出
席
者
】
役
員
43
名
（
出
席
者
名
簿
別
紙
）

【
司
会
】
飯
窪
光
隆 

総
務
副
委
員
長

1　

開
会　

司
会　

総
務
副
委
員
長　

飯
窪
光
隆

2　

挨
拶　

会
長　

清
水
喜
彦

3　

新
任
役
員
ご
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
理
事　

堀
内
基
光
（
青
年
部
長　

富
士
急
行
㈱　

常
務
取
締
役
）

常
任
理
事　

藤
本
進
（
都
留
高
校
同
窓
会　

東
都
折

鶴
会　

会
長
）

常
任
理
事　

志
村
政
彦
（
品
川
区
山
梨
県
人
会　

会

長　

首
都
圏
都
留
市
会　

副
会
長
）

4　

議
事　

議
長　

清
水
喜
彦

（
1
）
各
委
員
会
報
告　
　
　

  　

①
総
務
委
員
会　

委
員
長　

中
村
芳
文
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・
第
2
回
、
3
回
総
務
委
員
会 

②
事
業
委
員
会　

委
員
長　

飯
島
登
美
夫

・
第
2
回
、
3
回
事
業
委
員
会　

 　

③
広
報
委
員
会　

事
務
局
長

・
第
2
回
広
報
委
員
会　

・
各
委
員
長
（
事
務
局
長
）
か
ら
【
資
料
1
〜
3
】
に

よ
り
報
告
、
質
疑
等
は
特
に
な
し
。

（
2
）
上
半
期
収
支
実
績
報
告
・
監
査
報
告

・
第
76
回
総
会
収
支
決
算
報
告　

事
務
局
長

・
上
半
期
収
支
実
績
報
告
書　

会
計　

矢
崎
弘
直

・
上
半
期
監
査
報
告
書　

監
事　

島
田
敏
男

・
第
76
回
総
会
収
支
報
告
、
上
半
期
収
支
実
績
等
に
つ

い
て
【
資
料
4
・
5
】
に
よ
り
事
務
局
長
か
ら
説
明
後
、

矢
崎
弘
直
会
計
及
び
島
田
監
事
か
ら
「
帳
簿
、
帳
票
等

の
会
計
処
理
、
事
業
執
行
に
つ
い
て
何
れ
も
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
た
」
と
の
監
査
報
告
を
受
け
た
。

・
内
田
副
会
長
か
ら
地
区
活
性
化
補
助
金
に
つ
い
て
現

況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
事
務
局

長
か
ら
説
明
、
そ
の
他
意
見
等
は
な
く
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。

（
3
）
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
に
つ
い
て　

  

山
梨
県

東
京
事
務
所
長　

石
川
英
仁
様

①
開
催
要
領　
　

②
次
第
（
案
）　
　
　

③
出
席
者
数
（
見
込
）

・
【
資
料
7
〜
9
】
に
よ
り
開
催
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

（
4
）
そ
の
他 	

①
今
後
の
行
事
予
定    

・
【
資
料
10
】
に
よ
り
事
務
局
か
ら
説
明

②
そ
の
他　

・
事
務
局
長
か
ら
9
／
15
日
付
け
で
甲
府
西
高
同
窓
会

東
京
支
部
、
10
／
29
日
付
け
で
甲
志
会
の
2
団
体
か
ら

新
規
加
盟
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
。

（
5
）
閉
会
（
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、
3
時
05
分
に
閉

会
）

〇
令
和
7
年
度
第
1
回
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
10
月
30
日
（
木
）
理
事
会
終
了
後

【
場
所
】
上
野
精
養
軒　

梅
の
間

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
4
名

1　

議
事

（
1
）
新
春
賀
詞
交
歓
会
演
目

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ　

ダ
テ
ィ
ン
・
晴
代
・
ロ
ー
様

ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

五
緒
川
津
平
太

（
2
）
第
77
回
総
会
・
懇
親
会
演
目

・
第
5
回
総
務
委
員
会
ま
で
に
詳
細
を
提
案
す
る
（
候

補　

宮
沢
和
史
＝
元
T
h
e　

B
o
o
m
）

〇
令
和
7
年
度
第
3
回
広
報
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
11
月
4
日
（
火
）
18
時
〜
20
時
30
分

【
場
所
】
山
梨
県
東
京
事
務
所
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
副
委
員
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
3
名
、

事
務
局
長

1　

開
会

2　

挨
拶　

委
員
長　

山
下
昌
彦

3　

議
題

（
1
）
秋
麗
号
発
行
報
告

・
40
頁
6
0
0
部
（
定
期
発
送
5
7
1
部
、
保
存
用
29

部
）

（
2
）
新
春
号
編
集
会
議

①
誌
面
の
構
成
案

〇
年
頭
あ
い
さ
つ
（
長
崎
幸
太
郎
知
事
、
清
水
喜
彦

会
長
）

〇
巻
頭
特
集

㋐
ク
ー
ル
Ⓨ
山
梨
ツ

ア
ー
「
身
延
町
・
身

延
山
久
遠
寺
」
（
3

頁
）

㋑
知
事
と
語
る
会

（
3
頁
）

㋒
市
長
会
と
の
意
見

交
換
会
（
2
頁
）

〇
年
賀
名
刺
広
告

（
2
0
2
5
実
績
97

枠
＝
5
頁
）

〇
リ
ン
ケ
ー
ジ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
㊳
（
5
頁
）
・
萩
原

な
つ
子
氏
（
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長
）

〇
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し
〈
山
梨
県
の
ペ
ー
ジ
〉

（
3
頁
+
観
光
部
1
頁
）

〇
ド
ク
タ
ー
望
月
の
山
梨
ト
リ
ビ
ア
⑬
「
古
典
落
語

と
能
の
名
作
に
共
通
す
る
事
」
（
2
頁
）

〇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若
者
た
ち
⑬
㈱
ア
ッ
セ
ン

ブ
ル
代
表
取
締
役
保
坂
沙
央
里
（
2
頁
）

〇
「
富
士
の
国
」
の
話
題
か
ら
〜
（
2
頁
）
記
事
提

供
＝
山
日
新
聞
社

〇
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
9
頁
）

※
単
位
団
体
総
会
等
開
催
予
定
※
山
梨
共
修
社
募
集

広
告

〇
連
合
会
の
動
き
（
3
頁
）

〇
連
合
会
だ
よ
り
、
お
知
ら
せ
（
1
頁
）
・
編
集
後

記
（
山
下
委
員
長
）

〇
が
ん
ば
れ
V
F
甲
府
／
が
ん
ば
れ
Q
B
／
ク
リ
ー

ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨

〇
広
告
①
サ
ン
ト
リ
―
②
山
梨
県
③
サ
ン
リ
オ
④
ホ

テ
ル
東
京
⑤
メ
モ
リ
ア
ル
ハ
ー
ト

  

（
3
）
そ
の
他

4　

閉
会
（
20
時
30
分
）

〇
令
和
7
年
度
第
4
回
総
務
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
12
月
2
日
（
火
）
16
時
〜
16
時
45
分

【
場
所
】
東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

会
議
室

【
出
席
者
】
会
長
・
会
長
代
行
・
委
員
長
・
委
員
6
名
、

東
京
事
務
所
長
・
担
当
職
員
、

事
務
局
長

【
司
会
】
副
委
員
長　

飯
窪　

光
隆

1　

開
会　

総
務
委
員
長　

中
村
芳
文

2　

挨
拶　

会
長　

清
水
喜

彦3　

議
題　

議
長　

中
村
委

員
長

［
協
議
事
項
］

（
1
）
令
和
6
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

①
開
催
概
要

②
次
第
（
案
）

③
収
支
予
算
（
案
）

・
演
目
に
つ
い
て
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
の
提
案

ど
お
り
と
す
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
原
案
通
り
承
認

し
、
理
事
会
に
提
案
す
る

（
2
）
役
員
・
単
位
団
体
代
表
者
合
同
会
議
に
つ
い
て 

・
原
案
の
と
お
り
承
認
し
、
12
月
10
日
に
開
催
す
る
。

（
3
）
第
77
回
総
会
開
催
に
つ
い
て 

・
原
案
の
と
お
り
承

認
し
、
理
事
会
に
提
案
す
る

（
4
）
第
3
回
理
事
会
提
出
議
題
に
つ
い
て　

・
原
案
の
と
お
り
、
理
事
会
に
提
案
す
る

［
報
告
事
項
］

（
1
）
今
後
の
行
事
予
定

［
そ
の
他
］

（
1
）
そ
の
他

・
深
澤
朝
房
副
会
長
か
ら
理
事
会
に
お
い
て
記
念
品
の

配
布
を
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、
受
け
る
こ
と
と
す

る
。

4　

閉
会
（
16
時
45
分
）

〇
令
和
7
年
度
第
4
回
事
業
委
員
会

【
日
時
】
令
和
7
年
12
月
2
日
（
火
）
16
時
〜
17
時
30
分

【
場
所
】
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス　

会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
6
名
（
う
ち
1
名
W
E
B
参

加
）
、
事
務
局
1
名

1　

開
会

2　

挨
拶　

飯
島
登
美
夫　

事
業
委
員
長

3　

議
題

（
1
）
C
o
o
l
Ⓨ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i

『
身
延
町
・
身
延
山
久
遠
寺
を
訪
ね
て
』
開
催

後
振
り
返
り

①
参
加
者　

37
名

②
収
支
（
下
記
表
）

③
反
省
・
振
り
返
り

⑴
ア
ン
ケ
ー
ト
確
認

⑵
委
員
か
ら
の
意
見

（
2
）
F
a
c
e
b
o
o
k
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ

い
て①

運
用
面
に
つ
い
て

⑴
S
N
S
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
の
必
要

あ
り

（
3
）
次
回
検
討

①
山
梨
（
富
士
山
）　

提
示
し
た
行
程

（
案
）
お
お
む
ね
了
承

詳
細
内
容
に
つ
い
て
次
回
ま
で
に
各
自
検
討　

⑴
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
6
／
7
（
総
会
）
の
あ
と
の
6
／
8
（
月
）
〜
6

／
14
（
日
）
の
期
間
に
企
画
実
施
を
想
定

⑵
検
討
中
内
容
確
認

・
横
浜　

横
浜
（
桜
木
町
）
を
中
心
に
甲
州
商
人
、

甲
州
財
閥
の
活
躍
を
テ
ー
マ
で
検
討
す
る

4　

そ
の
他

（
1
）
事
業
委
員
会 

今
後
の

日
程①

第
5
回
事
業
委
員
会　

2
月
中
旬
〜
下
旬
（
や
ま

な
し
版
企
画
検
討
）

②
年
度
末
頃　

第
6
回　

企
画
の
進
捗
に
よ
り
開
催

検
討

5　

閉
会
（
17
時
30
分
）

事業費支出額 参加費 県人会負担額 負担率
  6/  3日クールⓉやまなし 336,440 328,000 8,440 2.5%
10/23日クールⓎやまなし 405,320 296,000 109,320 27.0%

合　　　　計 741,760 624,000 117,760 15.9%
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今後開催予定の会合·行事等　　2025年12月19日現在
月 　 日 曜日 時間 行事・会議名 会場（一部予定）
1月26日 月 18：00～ 新春賀詞交歓会 KKRホテル東京
2月16日 月 15：00～ 第５回　総務委員会 東京住友クラブ
3月25日 水 16：00～ 第６回　総務委員会 東京住友クラブ
４月　 日 15：00～ 令和８年度　予算会議 アルカディア市ヶ谷
４月　 日 15：00～ 令和８年度　第１回総務委員会 東京住友クラブ
５月　 日 15：00～ 令和８年度　第１回理事会 上野精養軒
６月  7日 日 11：30～ 第77回　定期総会 京王プラザホテル

編
集
後
記

◇
新
年
の
知
事
挨
拶
の
ポ
イ
ン
ト
は
県
民
所
得

の
向
上
に
よ
る「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
社
会
」を

め
ざ
す
こ
と
。教
育
と
産
業
基
盤
へ
の
投
資
が

不
可
欠
、少
人
数
学
級・水
素
関
連
産
業・富
士

山
ト
ラ
ム
な
ど
を
推
進
し
て
い
か
れ
る
と
の
こ

と
。期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
清
水
会
長
の
ご
挨
拶
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、や
っ
ぱ
り
山
梨
県
人
は
富
士
山
を
見
る

と
元
気
が
出
る
と
い
う
件
り
。そ
う
い
え
ば
今

年
の
6
月
ク
ー
ル
Ⓨ
や
ま
な
し
第
4
弾
は「
皆
さ

ん
の
知
ら
な
い
富
士
山
」で
す
。楽
し
み
で
す
。

◇
注
目
!
甲
州
人
は
、国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長
、萩
原
な
つ
子
氏
の
登
場
。ス
ポ
ー
ツ・

音
楽・学
業
万
能
の
才
媛
が
、日
本
屈
指
の
環

境
社
会
学
者・ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
専
門
家
と
し

て
、持
ち
前
の
明
る
い
行
動
力
で
日
本
の
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
今
回
の
ス
タ
ー
ト
ア
ップ
す
る
若
者
た
ち
は
、

株
式
会
社
ア
ッ
セ
ン
ブ
ル
の
保
坂
沙
央
里
さ
ん
。

社
会
的
に
活
躍
さ
れ
た
叔
母
様
お
母
様
に
刺

激
さ
れ
て
、企
業
の
社
員
採
用・人
事
育
成・制

度
組
織
づ
く
り
を
社
外
か
ら
手
伝
う
会
社
を

起
業
さ
れ
ま
し
た
。

◇
清
水
会
長
が
実
行
委
員
長
を
務
め
る
型
式

と
な
っ
て
は
じ
め
て
の「
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語

る
会
」が
昨
年
11
月
に
開
催
。同
じ
く
11
月
開

催
の「
市
長
会
と
の
懇
談
会
」、元
気
に
活
躍
さ

れ
る
市
長
さ
ん
た
ち
の
、自
由
で
闊
達
で
愉
快

な
お
話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

◇
山
梨
ト
リ
ビ
ア
は
、山
梨
ゆ
か
り
の
落
語・

能
の
話
。日
蓮
宗
は
江
戸
時
代
、相
当
な
人
気

だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。ま
た
、

身
延
参
り
は
八
王
子
か
ら
甲
府
経
由
で
行
く

結
構
な
長
旅
だ
っ
た
と
い
う
お
話
も
、興
味
深

い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

（
山
下
）

連合会だより連合会だより

山梨県人会連合会のホームページを
総会やイベントのお知らせに活用しましょう
https://yamanashi-kr.com/wp/

〇各単位団体の総会·懇親会の開催やイベントの周知などを
　掲載することができます
　（ご希望の場合は事務局までご連絡ください）
〇山梨県·山梨県内各市町村はこの新着情報欄にイベントのお知らせやPR事項を掲載することができます
　（お問い合わせは事務局まで）
※山梨県·各市町村の関係団体及び県·市町村が共催·後援する事業についても掲載可能です
　（ただし連合会委員会の承認が必要な場合があります）

〇申　　込　各単位団体の会員は代表者にお申し込みください
〇問 合 せ　山梨県人会連合会事務局　mail ： info@yamanashi-kr.com
　　　　　　電話（０３）３２５６－３０９３　ＦＡＸ（03）３２５６－３０１５

山梨県人会連合会 検 索

令和8年 （2026年）新春賀詞交歓会のご案内
〇日　　時　令和8年1月26日(月)　18:00〜20:00
〇会　　場　KKRホテル東京 10階　瑞宝の間
〇参 加 者　来賓、県人会役員及び役員同伴者　約１３０名
〇開催形式　円卓8名程度による会食
〇会　　費　10,000円（銀行振込）
〇申　　込　案内状同封の出欠ハガキを１月１３日（火）までに返送してください
〇入　　場　１月２２日（木）までにＱRコード付き入場券を郵送します（当日受付用）
〇問 合 せ　山梨県人会連合会事務局
　　　　　　email info@yamanashi-kr.com　電話（03）3256-3093　FAX（03）3256-3015
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